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東京都立高等学校副校長会



会報第３４号の発干11によせて

会長和田吉廣

（東京都立保谷高等学校）

平成１８年度の「会報」第３４号を発刊するにあたり、会員の皆様とともに今年度の副校長会と

しての取組を振り返りたいと存じます。まず始めに、平成１８年度から東京都立高等学校副校長会

を学校経営支援センターに合わせた組織にいたしました。学校数のバランスにより東部、中部、

西部の各部のＡ、Ｃチームには常任幹事、研究幹事（研究委員長)、常任幹事代理の３名の先生方

の選出を、またＢ、Ｄチームには常任幹事、常任研究幹事（研究部長)、研究幹事（研究委員長)、

常任幹事代理、幹事補佐の５名の先生方の選出をお願いいたしました。

会長、副会長、常任幹事、会計、会計監査、研究部長からなる総務部会を年６回開催して副校

長会の運営の中心的役害'１を果たしてきました。毎回、神楽坂エミールで午後６時半より開催いた

しました。各校ともにお|亡しい中、総務部会にお集まりいただき感謝申し上げます。第４回総務

部会では、東京都教職員研修センター企画部企画課教授の内田睦夫先生より「学校におけるリー

ダーシップ」の講話をしていただきました。民間での経験を生かした視点からの提言で勉強にな

りました。特に「リーダー」四つの“配り,，と題した

ｌ）気配り（きくばり）＝あらゆる想定を！

★不注意、失敗が無いようにいろいろと気を付ける事

２）手配り（てくばり）＝適材適所と三徹！

★人物を各方面に配置して事を行う用意をする事

３）目配り（めくばり）＝チェックとフォロー！

★方々を注意して見る事

４）心配り（こころくばり）＝すくい上げる心！

★心をあちこちへ配る事、心遣い

は、日々、副校長として心がけなければならないことだと思います。今回の講話だけでなく、そ

の他の資料を含んだＣＤ－Ｒが各地区に配布してありますので参考にしていただければと思います。

また、第５回の総務部会では、全国高等学校長協会会長の島宮道男先生より現在の教育界を取

り巻く動きについての講話をしていただきました｡全国的な視点からの講話で参考になりました。

今年度の副校長会としての大きな取組が、７月２６日（水）～２８日（金）に大田区産業プラザ

で行われました第４５回全国高等学校教頭会総会・研究協議大会(東京大会)でした｡幹事の先生方

を中心として会員の皆様の協力を得て､約千名の大会を成功裏に導けたことに感謝申し上げます。

また、関東地区高等学校教頭会研究協議会が１１月１７日（金）茨城県水戸市で行われました。

副校長会として９名参加いたしました。神奈)||県立神奈)||総合産業高等学校の発表は、施設・設

備、教育の内容に目を見張るものがありました。茨城県では平成１９年度より全校で「道徳」が必

修化になるということでした。関東大会を主管する県としては運営上、各県１０名程度の参加が求

められますので、引き続き協力して参りたいと考えております。

副校長会の研究活動としては、各地区での研究を発表する場、副校長としての識見を高める場

としての全･定通合同の副校長研究協議会が９月２９日（金）に多摩教育センターで行われました。

今年度は、全国大会との関係で同日との開催となりましたが、平成１９年度は８月３１日（金）の

開催を予定しており会員の皆様が多数参加されることを祈念しております。

今年度より学校経営支援センターの発足に伴い経営企画室の人数減により、以前にまして経営

企画室との連携が必要になっております。入学者選抜業務でも痛感されたことと思います。

平成１９年度においても、校長協会、定通副校長会、経営企画室長会との連絡会を年２回開催

し連携を深めて参りたいと思っておりますので会員の皆様の御協力の程よろしくお願い申し上げ

ます。
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1．本会創立以前の教頭会 を組織､やや教頭会的活動を行うようになった。

その後昭和３８年に全都の高校で組織する本会

を創設した。本会が創立する以前の教頭会の歴

史は次の通りである。（昭和４９年２月内山調）

明治１９年１０月勅令65号｢尋常師範学校官制」

第３条「教頭ハ教諭中ヨリ之二兼任し、学校長

ノ監督二属シ、教務ヲ整理シ教室ノ秩序ヲ保持

スルコトヲ掌ル」とあり、また昭和１６年３月勅

令第１４８号「国民学校令」で「学校長及び教頭

ハ其ノ学校の訓導ノ中ヨリ之ヲ補ス、教頭ハ学

校長ヲ補佐シ校務ヲ掌ル」と定めるなど、戦前

は教頭職制度があった。その当時の教育制度は

5年制の中学校・高等女学校・工業学校・商業

学校・農業学校などに分かれていた。戦前の教

頭会は関係の深い学校同志が校務連絡と親睦の

ため集まる程度の会はあったが教頭会としての

組織化されたものはなかった。

戦後の昭和２２年３月法律第２６号「学校教育

法」公布により、教頭職は法制的になくなった

ので、校長の命ずる校務分掌の一部とし名ばか

りの教頭が存在していた。昭和３０年都教委は、

「校務主任」の制度を設け、教頭全員に「校務

主任」の辞令を渡し、１２月１日付で任命した。

このようなことから普・工･商･農などの教頭会

は規約をもうけるなどし、各々「校務主任会」

東教会（普通科）

昭和１２年創立。昭和３８年本会の創立によ

り、昭和３８年発展的解散

昭和１２年春､府立第７高女に府立高女全校の

教頭１０名が集り親睦と校務連絡を目的に会を

創設した（故松岡忍岡高女教頭の日記より）。昭

和１８年に都政がしかれ､府立高女も市立高女も

全部都立高女と呼ばれるようになった。そのと

き全都立高等女学校２５校が忍岡高女に集り総

会を開き組織を強化した。その後、戦争のため

会は開けなかったが､昭和２４年より開けるよう

になり、昭和３０年頃より男子系高校の入会も増

加し会は発展してきた｡昭和３２年に都立高校校

務主任会が発足したがこれと並行して会は存続、

昭和３８年都立高校教頭会が創立したので昭和

39年１月２３日、南多摩高校で最後の総会を開き

発展的解散した。
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会合は毎年５回を目標にし、４回は学校、１回は外部の会場を選んだ。

(昭和４９年２月神藤調、昭和５０年神藤訂正）

１

昭２６年 昭２７年 昭２８年 昭２９年 昭３０年 昭３１年 昭３２年

３５校 ３５校 ３５校 ３８校 ４０校 ４２校 ４６校

300円 300円 300円 300円 300円 300円 300円

八潮、市谷 、

紅葉)||、明正

京橋、本所

台東、三田

、

不明 不明
豊島､玉川、

桜町、深)|’

雪谷､武蔵 、

北野、大崎

南多摩、目黒

神代、江北

、

昭３３年 昭３４年 昭３５年 昭３６年 昭３７年 昭３８年 昭３９年

４８校 ５０校 ５０校 ６０校 ６３校 ６３校 ６３校

300円 300円 300円 300円 300円 300円 300円

千歳丘、

足立、荻窪

橋 、 白鴎、南多摩、

富士森、府中

竹早、本所、

広尾、青山

志村、板橋

北多摩
不明 不明 不明

年度 昭１２年 昭１３年

会員数 １０校 １０校

会費

当番幹事

校と会場

府立第

７高女

昭1４ 〆、－ 1７

年不明

昭１８年 昭１９年

２５校 ２５校

忍岡

戦争のため昭

和２４年まで中

断する

昭２４年 昭２５年

３１校 ３５校

300円 300円

駒場、富士

忍岡、足立

、 竹台、井草、

千歳、鷲宮



東京都立高等学校校務主任会（普通科）

と年２～３回の幹事会を行う程度の会であった。

組織は普通科高校全体であるが、大島・三宅・

人丈の島関係は未加入、昭和３５年府中高、昭和

38年は深沢・小岩・小平・南・大山の５校新設

入会とし、８６校となる。

昭和３２年創立。昭和３８年本会創立全校入会、

その後普通科高校教頭会支部となる。

昭和３２年１月１７日駒場高校で普通科高校が

集り、各学区から幹事を出し、その中から代

表幹事をきめる組織で創立総会を行った。目的

は親睦と校務連絡が主なもので、第１回の総会

匡再写=臣弄厩=臣弄竪筌
(昭和４９年２月神藤、内山調、昭和５０年２月神藤、内山訂正）

東京都立工業高等学校教頭会

る。組織は工業高校全校であるが、昭和３１年共

同実習所入会、昭和３４年一橋工と羽田工が合併、

同年烏山工新設、昭和３８年は練馬・荒川・足立・

葛西・田無・多摩・砧・杉並・町田・府中の新

設１０校、同年航空工廃止し、共同実習所を含め

て２９校となる。

昭和２５年創立。昭和３８年本会創立全校入会、

その後工業高校教頭会支部となる。

はじめは校長会主催の教頭をねぎらう親睦

の会であったが、昭和３１年に校務主任会と名称

を変え、会則を設けるなどし、会長と幹事３名

で運営するようになり、昭和３８年には幹事長と

副幹事長、幹事４名に変更され現在に至ってい

（昭和１９年２月内

山・遊佐調、昭和５０

年２月内山・元田訂

正）

東京都立商業高等学校教頭会

が、昭和３２年に組織を強化し、幹事長制度を設

け、年に数回の会合を行っている。

その後、昭和３８年に四谷・赤羽の２校新設入

会し、２５校となった。

創立は昭和２６年頃らしい。昭和３８年本会創

立時に全校入会。その後商業高校教頭会支部と

なる。

はじめのうちは記録がないので不明である

(昭和４９年２月八田調）

－２－

年度 昭３２年 昭３３年 昭３４年 昭３５年 昭３６年 昭３７年

会員数 ７６校 ７６校 ７６校 ７７校 ７７校 ７７校

会費 500円 500円 500円 500円 500円 500円

代表幹事
鈴木菊雄

(駒場）

森本久次郎

(日比谷）

岸田文男

（西）

渡辺 プロ

(板橋）

細沼情

(白鴎）

田代情三郎

(両国）

年度 昭２５年 昭２６年 昭２７年 昭２８年 昭２９年 昭３０年 昭３１年 昭３２年 昭３３年 昭３４年

会員数 １９校 １９校 １９校 １９校 １９校 １９校 ２０校 ２０校 ２０校 ２０校

会費 会場校の負担から必要に応じ徴収するようになる 500円 500円 500円 500円

備考 校長会主催の会から教頭会に発展 都立工業高校校務主任会

昭３５年 昭３６年 昭３７年

２０校 ２０校 ２０校

500円 500円 500円

都立工業高校校務主任会

年度 昭３２年 昭３３年 昭３４年 昭３５年 昭３６年 昭３７年

会員数 不明 ２５校

会費 不明 1,000円

備考 都立商業高校校務主任会



東京都立農業高等学校教頭会

昭和２４年創立。昭和３８年本会創立時に全校

入会。その後農業高校教頭会支部となる。

はじめは記録がないので不明であるが、教頭

の集まる会はあった。昭和３０年に会則を設け、

持ち廻り幹事で運営していたが、昭和３６年に幹

事を２名に強化し、毎年６回の会合を行ってい

る。会員数は昭和３２年に農産高が独立、昭和３６

年大島・三宅・八丈の農業科３校入会、昭和４０

年瑞穂農芸高独立し、９校となる。

ⅢＩ皮１２５年’1ﾉＪ２６１１－Ｉｕ２７ＬＩ－ｌＩｌＩ２８Ⅲ’’１，，２９「’１，３０牛［1．〕１Ｌ１１１，，３２

＝＝Ｕ」 ４校４枚４lｘ ４仮
ヘ

ム、１１イ、｜ﾘＩ／卜｜ﾘｌ不｜リ５００］5001-'］５００］５００

t７０ﾉイフヘ－，，１１不|）１

UＬｌ■ロ■ロ■□■ロ１１

回￣￣|ロー■00･■UlU-
田刊卍田円田田、刑 （昭和４９年２月池田調、

昭和５０年２月山本訂正）

2．会員数と会費の変遷 ３．昭和３８年大森高馬込分校（定）は南高とし

て新設、同年代々木高（定）は３部制となり

入会。

４．昭和４０年浅草高（定）は東高（全）に変り

新設、昭和４６年大島高差木地分校は大島南校

に変り新設。

５．昭和４４年秋)||高、昭和４８年大島南高に舎

監長制度が新設され入会、昭和４８年だけ世田

谷工高は２人教頭であった。（昭和５２年２

月神藤・内山調、その後追加）

本会創立から現在まで、学校数.会員数.会

費・新設校のあゆみを次の表にまとめた。

＜変遷表について＞

1．本会が設立した昭和３８年度は新設１７校と

廃校１校があるので１２５校から１４０校となっ

た。

２．昭和３８年～昭和４５年は普十商・普＋農・

本校十分校・共同実習所など各々１校として

入会、会員数は実際の学校数より多い。

〔会員数と会費の一覧表〕 (昭和３８年以降）

U1L，
｜，

しﾕilL鏑■
1鰹’

－３－

年度 昭２４年 昭２５年 昭２６年 昭２７年 昭２８年 昭２９年 昭３０年 昭３１年 昭３２年 昭３３年

会員数 4校 ４校 ４校 ４校 ４校 ４校 ４校 4校 4校 5校

会費 不明 不明 不明 不明 不明 不明 500円 500円 500円 500円

備考 教頭の集まる会はあったが細部不明

昭３４年 昭３５年 昭３６年 昭３７年

５校 5校 ８校 ８校

500円 500円 500円 500円

都立農業高校校務主任会

年
度

学
校
数

会員数（人）

普
通

工
業

商
業

農
業 計

年会費（円）

都費 私費 個人 計

新設 高 校名

※募集停止校名

○転科した高校名

Ｌ１校で２科や２名教頭などの入会

校名

２．分校・共同実習所などの入会校

名

昭和

３８年

1４０

校

師
人

羽
人

妬
人

８

人

1４８

人

5００

円

5００

円

深沢小岩小平南

大山四谷商赤羽商

荒)||工杉並工砧工

練馬工足立工葛西工

田無工多摩工町田工

府中工（計１７校）

杉並共実北多摩三宅代々木

五日市八丈赤坂大島

(計８）

１
９
Ｊ
３ 1４１ ８８ ３０ ２５ ８ 1５１ 5００ 5００ 練馬（計１校）

杉並共実赤坂浅草(定）八丈

江東共実北多摩大島

代々木五日市三宅（計１０）

〃

4０
1４４ 9０ 3０ 2４ ９ 1５３ 5００ 5００

秋ノ|｜久留米東

瑞穂農芸（計４校）

杉並共実赤坂大島

江東共実北多摩三宅

代々木五日市八丈（計９）

１
１Ｊ
４ 1４５ ９１ 3０ 2０ ６ 1４７ ５００ 5００ 日野（計1校） 杉並共実江東共実（計２）
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年
度

学
校
数

会員数（人）

普
通

工
業

商
業

農
業

計

年会贄（円）

都費 私費 個人 計

新設高校名

※募集停止校名

○転科した高校名

１．１校で２科や２名教頭などの入会

校名

２．分校・共同実習所などの入会校

名

昭和

４２年
1４６ 9２ 2９ ６ 1４７ 1．０００ 1.000 羽田（計１校） 杉並共実（計１）

ﾉノ

４３
1４７ 9４ 2９ 2０ ６ 1４９ 1．０００ ＬＯＯＯ 東村山（計１校） 秋)|’（舎監長）杉並共実（計２）

ﾉノ

4４
1４９ 9７ 2８ 2０ ６ 1５１ ＬＯＯＯ ＬＯＯＯ 国分寺小笠原（計２校）

秋)|’（舎監長）

差木地分校（大島）（計２）

〃

４５
1４９ 9７ 2８ 2０ ６ 1５１ ＬＯＯＯ ＬＯＯＯ （なし） 前年に同じ （計２）

ﾉノ

4６
1５５ 1０２ 2８ 2０ ６ 1５６ 1．０００ 1．０００

淵江福生新島

東大和忠生大島南

(計６校）

秋)|’（舎監長）（計ｌ）

ﾉノ

４７
1６１ 1０８ 2８ 2０ ６ 1６２ ＬＯＯＯ ＬＯＯＯ

片倉府中東神津

永山保谷芸術

(言＋６校）

前年に同じ （計１）

ﾉノ

4８
1６４ 112 2９ 2０ ６ 1６７ 9，０００ ９，０００

葛西南狛江清瀬

(計３校）

秋)|’（舎監長）大島南（舎監長）

世田谷工（２人制）

(計３）

〃

４９
1６８ 1１６ 2８ 2０ ６ 1７０ ９，０００ ９，０００

高 島足立西調布北

久留米西

(計４校）

秋)|’（舎監長）

大島南（舎監長）（計２）

ﾉノ

5０
1７２ 1２０ 2８ 2０ ６ 1７４ ９，０００ 2，０００ 1１．０００

水 兀。

野津田

府中西武蔵村山

(計４校）

前年に同じ （計２）

ﾉノ

５１
1７７ 1２５ ２８ 2０ ６ 1７９ ９，０００ ５，０００ 1４，０００

光丘八王子東青梅東

足立東武蔵村山東

(計５校）

前年に同じ （計２）

〃

5２
1８４ 1３２ ２８ 2０ ６ １８６ ９，０００ ５，０００ 1４，０００

青井調布南稲城

羽村篠｜崎小平西

秋留台（計７校）

前年に同じ （計２）

〃

5３
1９１ 1３９ 2８ 2０ ６ 1９３ 9，０００ ６，０００ 1５，０００

蒲田八王子北昭島

大泉北成瀬城東

清瀬東（計７校）

前年に同じ （計２）

〃

5４
1９６ 1４４ 2８ 2０ ６ 1９８ 9，０００ ６，０００ 1５，０００

永福足立新田南野

砂）|｜武蔵野北

(計５校）

前年に同じ （計２）

ﾉノ

5５
2０２ 1５０ 2８ 2０ ６ 2０４ 9，０００ 6，０００ 1５，０００

大森東大泉学園館

'１，）|｜日野台ノ]､金井北

(計６校）

前年に同じ （計２）

ﾉノ

5６
２０２ 1５２ 2８ 2０ ６ 2０６ ９，０００ 6，０００ 1５，０００ 田柄松ヶ谷（計２校） 前年に同じ （計２）

１
７
１
５ 2０４ １５２ ２８ 2０ ６ 2０６ ９，０００ 6，０００ １５，０００ (なし） 前年に同じ （計２）

１
８

１
５ 2０７ 1５５ 2８ 2０ ６ 2０９ ９，０００ ６，０００ 1５，０００

小平南田無山｜崎

(計３校）
前年に同じ （計２）

ﾉノ

５９

2０９ 1５７ 2８ 2０ ６ ２１１ 9，０００ ６，０００ 1５，０００
東大和南東村山西

(計２校）
前年に同じ （計２）

ﾉノ

6０
2１０ 1５９ 2８ 2０ ６ ２１３ ｌＬ３００ ６，０００ 1５，０００ 南平（計１校）

秋)|’（舎監長）大島南（舎監長）

紅葉)||中央校舎

(計３）

１
１１
６ 2１０ 1６０ 2８ 2０ ６ 2１４ 1１．３００ 6，０００ 1７，３００ （なし）

秋）|’（舎監長）大島南（舎監長）

紅葉)||中央校舎

隅田)||堤校舎 （計４）
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年
度

学
校
数

会員数（人）

普
通

工
業

商
業

農
業

計

年会贄（円）

都費 私費 個人 計

新設高校名

※募集停止校名

○転科した高校名

Ｌ１校で２科や２名教頭などの入会

校名

２．分校・共同実習所などの入会校

名

昭和

６２年
２１０ 1６０ 2８ 2０ ６ ２１４ １１．３００ 6，０００ 1７，３００ (なし） 前年に同じ（計４）

１
３

１
６ ２１１ 1６２ 2８ 2０ ６ ２１６ lＬ３００ 8，０００ １９，３００ 八王子高陵（計１校)）

秋）|’（舎監長）大島南（舎監長）

紅葉｣||中央校舎隅田)||堤校舎

国際（開設）（計５）

平成

兀〕

２１２ 1６２ 2８ 2０ ６ 2１６ 1１．３００ 8,000 １９，３００
国際

※赤城台（計１校）

秋）|’（舎監長）大島南（舎監長）

紅葉)||中央校舎隅田)||堤校舎

(計４）

〃
？
］ ２１３ 1６３ 2８ 2１ ６ 2１８ 1１．３００ ８，０００ 1９，３００ 単位制（計１校）

秋」|’（舎監長）大島南（舎監長）

紅葉)||中央校舎隅田川堤校舎

単位制（普・商）（計５）

〃
ｎ
Ｊ ２１２ 1６２ 2８ 2１ ６ ２１７ 1１．３００ ８，０００ 1９，３００ 単位制を新宿山吹と改称

秋)|’（舎監長）大島南（舎監長）

紅葉)||中央校舎隅田)||堤校舎

新宿山吹（普・商）（言＋５）

〃
４ 2１２ １６０ ２８ ２３ ６ ２１７ lＬ３００ 1０，０００ ２Ｌ３００

※紅葉)||中央校舎

○赤坂（普→商）

○五日市（普→商）

前年に同じ （計５）

〃
Ｐ
Ｃ ２１２ 1６０ 2９ 2３ ６ ２１７ １１．３００ 1０，０００ ２Ｌ３００ （なし） 前年に同じ（計５）

〃
（
ｂ ２１３ 1６０ 2８ 2３ ６ ２１７ 1１．３００ １０，０００ 2Ｌ３００ (公立学校開設）

秋）|’（舎監長）大島南（舎監長）

隅田)||堤校舎、新宿山吹（普・商）

(計４）

〃
【
Ｉ ２１４ 1６１ 2８ 2３ ６ 2１８ lＬ３００ １０，０００ ２１．３００

※北京橋、京橋南

飛鳥開設
前年に同じ （計４）

ﾉノ

８
２１４ 1６１ 2８ 2３ ６ ２１８ 1１．３００ 1０，０００ ２１．３００

晴海総合高校開設

(計１校）
前年に同じ（計４）

〃
Ｑ
ソ ２１１ 1５９ 2８ ２２ ６ ２１５ ｌＬ３００ 1０，０００ ２１．３００ （なし） 前年に同じ （計４）

１ノ

1０
２１１ 1５９ ２８ ２２ ６ ２１５ lＬ３００ 1０，０００ ２１．３００ ※江東工 前年に同じ （計４）

ﾉノ

11
2１１ 1５８ 2８ 2２ ６ ２１４ lＬ３００ 1０，０００ 2１．３００ 新宿山吹２名から１名となる

１
２
１
１ ２１２ 1６７ 3３ ２１ ６ 2３０ ｌＬ３００ 1０，０００ 2１．３００

桐ヶ丘南工開設

※羽田、城北

教頭複数配置校大幅増

(計１８）

１
３
１
１ 2０８ 1６９ 4０ ２１ ６ 2３９ 1Ｌ３００ １０，０００ ２１．３００

※明正、墨田)||堤、

桜水商、牛込商、

清瀬東（英語コース）

○町田工（機械・電気,情報．

工業化学→総合`情報）

墨田工（自動車科新設）

教頭複数配置校３１校

(計３１）

１
４
１
１ 2０７ 1７０ 3９ ２０ ６ ２３８ 1Ｌ３００ １０，０００ ２Ｌ３００

つばさ総合

※城南、大森東、永福、

大泉北、館、武蔵村山東、

稲城、八王子高陵、

池袋商、港工業、

大泉学園（国際教養コース）

同上

(計３１）

１
５
１
１ ２０７ 1７３ ３７ １９ ９ 2３８ 1Ｌ３００ 10,000 2１．３００

芦花

※南、大泉学園、南野

新宿（進学重視型単位制）

同上

(計３１）

１
６
１
１ 2００ 1６７ 3７ 1８ ９ ２３１ ０ 1９，０００ 1９，０００

六郷工科、干早、大江戸

上水、杉並総合

※忍岡、北野、青梅東

砂川、本所工業

同上

(計３１）
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年
度

学
校
数

会員数（人）

普
通

工
業

商
業

農
業 計

年会費（円）

都費 私費 個人 計

新設高校名

※募集停止校名

○転科した高校名

Ｌ１校で２科や２名教頭などの入会

校名

２．分校・共同実習所などの入会枝

名

平成

1７
1９４ 1６５ 3４ 1８ ８ 2２５ ０ 1９，０００ 1９，０００

一橋、六本木、美原

大泉桜、上野（一橋分校）

翔|湯、砂)||、若葉総合

教頭複数配置校

(計２６）

１
８
Ｊ
１ ２１２ 1７７ 3２ 1７ ８ 234 ０ 1９，０００ 1９，０００

板橋有徳、橘

八王子桑志、葛飾総合

東久留米総合

同上

(計２９）



3．本会のあゆみ 昭和４７年度「教頭職の法制化」を望む世論の

高まりと共に教頭会意識も強まり、｢親睦

会的体質」から「活動できる体質」へ改

善に着手した。役員組織、学区別・学科

別支部教頭会、研究部会組織、継続活動

のできる独立した事務局、これらの運営

に必要な資金等を調査研究し、翌年度か

ら３年計画で実施することにした。

昭和４８年度会則を変更し、活動のための細則

を新設した。また、全国高等学校教頭会

と協力し事務所を新設した。本会は新役

員組織と活動組織を新しくスタートさせ、

本会の基礎となる大改革に着手した。都

教委のご理解により、教育研究団体会費

（都費）を１校1,000円から9,000円に増

額された。そのお蔭で研究集録・会報の

増刊号が刊行できた。

４９年２月２５日：法律第２号「教員の人

材確保に関する特別措置法」の公布があ

り、教頭職の法制化を望む世論の高まり

と共に教頭会の活動に期待をよせる声が

高まった。本会は全国高等学校教頭会に

協力し、教頭職法制化と教頭職ｌ等級格

付に全力をあげ活動した。

昭和４９年度６月１日：法律第７０号「学校教

育法の一部を改正する法律」の公布によ

り、教頭職が法制化されたので、都教委

は１０月１日教頭に「教頭職」を命ずる辞

令伝達式を挙行した。

５０年３月３１日：法律第９号「一般職の

職員の給与に関する法律の一部を改正す

る法律｣が公布される。（昭和４９年神藤、

内山調）

昭和５０年度４月１日：都教委は教頭職の７５％

をｌ等級に昇格発令した。これで「３年

計画」の３年目、永年の念願が法律上完

成した。本会の活動のため、会則の一部

改正と各種内規を設け、活動資金１名

5,000円（個人負担）の特別会費を１０月

に臨時総会を開き決定した。｢活動できる

体質」改善３年計画は、全員一致協力の

もとでめでたく完了した。

１２月：文部省は主任制度化のため

の学校教育法施行規則の改訂を公布した。

昭和３２年度１２月：文部省は「学校教育法施行

規則」を改正、第２２条に教頭職を位置づ

けた。

昭和３５年度４月：都教委は「東京都公立学校

の管理運営に関する規則」に教頭職を設

け、「校務主任」を「教頭」に改め、辞令

を渡した。

４月：文部省は教頭を「管理また

は監督の地位にある管理職手当支給対

象」に入れた。都教委は教頭を管理職と

位置づけ、はじめて管理職手当７％を支

給した。

昭和３７年度３８年１月：全国高等学校教頭会は、

都立両国高校で創立総会を開催した。

昭和３８年度６月２０日：都立高校校務主任会

（普通科教頭会)と各職業高校校務主任会

（各職業科教頭会)が合同し、「東京都立高

等学校教頭会」が誕生した。当時の会員

数は１４０校１４８人であった。

昭和３９年度４０年１月：「ＩＬＯ７８号条約批准

にともなう国内法の改正」により「人事

院規則17-0」を改正した。都教委は管理

職手当を８％に増額した。

昭和４１年度７月９日：文部省は教頭を正式に

管理職の範囲に指定した。

昭和４２年度６月：都教委は教頭の管理職手当

を１０％に増額した。

昭和４５年度：都教委は教頭の管理職手当を

１０％から１５％に増額、教頭会に教育研究

団体会費（都費）１校あたり1,000円の

割で補助された。本会はこの年「全国高

等学校教頭会」に正式加入し、本会会則

の一部改正により、毎年交代制の代表幹

事を、継続できる会長制に改め、組織を

強化した。この年から東京都立高等学校

教頭研究協議会が箱根三昧荘にて１泊２

日で始まった。翌年からは２泊３日の研

究協議会になった。

昭和４６年度５月：「教育職員の給与等に関す

る特別措置法」の公布があり、教諭に４％

の教職調整額が支給された。

４７年１月：都教委は教頭が教諭なので、

管理職手当を１５％から１３％に減額した。

－７－



平成３年度１２月：文部省は生徒数急減のため、

学級定員を４５～４０名に学級編成基準を

弾力化した。

平成４年度６月２３日：本会の３０周年記念式

を挙行し、総会で、特別会費8,000円か

ら10,000円に改正された。

９月：学校５日制を目指し、月１

回土曜日が休業日になる。これに対応す

るよう総務部が中心となり、各校の校内

態勢整備に務めてきた。

（平成４年赤津改訂）

平成６年度４月：普通科等の学級編成が１学

級４０人となり、入学選抜制度が、グルー

プ選抜から各学校単独選抜となった。こ

の制度は平成６年度の入学者から適用さ

れた。また、今年度から、高等学校学習

指導要領が改定され、各校新教育課程の

実施が始まった。本教頭会では、平成元

年度から研究部が中心になって、これに

伴う研究を継続してきた。

６月：平成８年７月に行われる全

国大会（東京大会）を主管するため、本

会は企画委員会を発足させた。

１２月：都教委は、全都立学校の校

長及び教頭に、職務に関する目標と成果

及び職務に関する希望を自己申告させ、

それらを参考して今年１２月の期末手当

から、勤勉手当へ成績率を導入し経過措

置として人事管理の適正を図った。

平成７年度５月：全国大会（東京大会）準備

委員会が総務部を母体にして結成され、

１１月に団結式が行われた。

６月：都教委は教頭問題等検討委

員会を設立し、教頭の職務・任用制度・

表彰制度・再雇用制度等について検討を

始めた。本会からは)||島副会長がその担

当となった。（平成７年奥井追加）

平成８年度４月・５月：「補欠募集要項｣、「全

日制間の転学｣について改正が行われた。

７月～１１月：「教頭問題等検討委

員会報告」（平成８年３月）、を受けて「校

長及び教頭の任用に関する基準及び東京

都教育委員会表彰実施要項の一部改正」

（７月）、「教頭職務の明確化のための規

定整備について」（１０月）、「校長・教頭

昭和５１年度：石油ショックで、東京都立高等

学校教頭研究協議会は宿泊研修を中止し、

２日の日程で、都内実施となった。

昭和５３年度６月８日：総会で､特別会費5,000

円から6,000円に改正された。

昭和５５年度５月２２日：法律第５７号改正「教

頭定数法」が施行され、教諭定数内で扱

われていた教頭は、正式定数と定められ

た。その給与は地方交付税制度により、

保証が受けられる。

５月：事務局は渋谷区宇田川のア

パートから、同区道玄坂の島田ピル４階

へ移転した。

７月１５日：東京都条例第７１号改

正給与条例の公布と、東京都教育委員会

規則第２９条「昇給等に関する規則」の改

正により、本年４月１日付で、校長は特

ｌ等級、教頭は１等級に全員格付けされ

た。これは昭和５２年１２月２１日「給与法

の一部改正」の公布によるものである。

昭和５７年度：創立２０周年を迎え､３月４日「創

立２０周年記念号」を発行した。

昭和５９年度８月：臨時教育審議会設置法が公

布された。

昭和６０年度６月１３日：総会で、教育研究団

体会費（都費）１校あたり9,000円から

11,300円へ改正され、通常会費が増額さ

れた。そのお陰で全日制・定時制合同の

東京都立高等学校教頭研究協議会「研究

協議会報告」創刊号が刊行できた。

昭和６２年度：臨時教育審議会第３次答申（４

月）と最終答申（８月）があった。これ

らに呼応して、研究部が中心となり、新

しい時代の高校教育の改善と充実に務め

ていくことにした。

昭和６３年度５月：文部省は、初任者研修法を

公布した。

６月９日：総会で､特別会費6,000

円から8,000円に改正された。

平成２年度９月：都教委は、校長・教頭・指

導主事の任用制度を改正した。

３月１日：文部省は校長・教頭・

永年勤続教諭に、期末・勤勉手当の傾斜

配分加算率を通知した。
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１２月：教員人事考課制度につき検

討委員会報告が出され､平成１２年度より

実施されることとなった。

平成１２年度４月：教頭複数配置校が複数学科、

工業・農業学科、単位制その他の高校を

中心に１５校増加された。従来からの舎

監・分校を含め計１８名となった。

同月：教員人事考課制度発足。

９月：全定教頭研究協議会が教育

庁主催から全定教頭会の共催に変更され

た。教育予算削減等によるものであり、

この会の意義については認識に変化なく

引き続き教育庁の指導・支援を得ながら

運営すべきことが確認された。

平成１３年度４月：教頭複数配置校が３１校に

なる。都教委主催の教頭連絡会が発足。

教頭会への出席の服務の取り扱いが、職

免へと変更。教頭の管理職手当が１５％に

なる。

６月：学校運営連絡協議会が全都

で実施される。

１０月：学校運営組織に「主幹」の

設置が決定され､実施は平成１５年度から

となる。

平成１４年度４月：管理職降任制度の導入。

１０月：都立学校改革推進計画、新

たな実施計画の策定（15-18年）

１１月：主幹選考の実施。

１２月：自律経営推進予算の導入。

１月：入試学区の廃止。

平成１５年度４月：学校経営計画の導入。

１１月：毎年１１月第１土曜日を｢東

京都教育の日」とする。

１１月：都からの分担金一挙全廃さ

る・

１１月：事務局は渋谷区道玄坂の島

田ピル４階から、文京区湯島のナーベル

お茶の水２階へ移転した。

１月：「東京都教育ビジョン」中

間まとめ発表。

３月：１６年度より教頭の名称を

副校長と変更。

平成１６年度４月：補助金なしの団体となる。

（会費年１人19,000円）

業務実態調査について」（１１月）、「東京

都立学校事業決定規程の制定」（１月）等

が相次いで出された｡

７月23.24日：全国高等学校教頭

会総会・研究協議大会が本会の主管で開

催された。

１０月：本会の研究部活動活`性化に

向けての｢アンケート調査｣が行われた。

１月２５日：「これからの都立高校

の在り方｣についての答申が公表された。

平成９年度６月：第１５期中央教育審議会が

「２１世紀を展開したわが国の教育の在

り方について｣､審議のまとめを答申した。

７月：教育職員養成審議会第１次

答申が提出された。

８月：教育改革プログラムの主な

改訂点が公表された。

９月：都立高校の予算について、

検討報告書（案）が提出された。

１０月：都立高校改革推進計画の概

要が公表され､向う１０年間の長期計画が

具体化されることになった。

本年度の特徴的な活動として、都教委

（指導部）との協議（２回)、定通・事務

長との話し合いが持たれた。

３月：「都立学校あり方検討委員

会報告書」が答申された。

平成１０年度６月：学校教育法の一部改正によ

り、公立の中・高一貫校の設置が可能に

なった｡都立高校では都立大学付属高校、

三宅高校が発足する予定である。

７月：「東京都公立学校の管理運

営に関する規則｣の一部改正が行われた。

１２月：東京都教員の「人事考課に

関する研究会」より中間まとめが公表さ

れた。

３月：「高等学校学習指導要領」

が公布された。

教頭会は都教委と本部役員会との連絡

会を２回開催し、諸課題について情報交

換を行い、全教頭に周知徹底に努めた。

平成１１年度１０月：都立高校改革・二次実施計

画により、全日制２３校、定時制１７校が

統廃合または再編成計画の対象として発

表された。
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６月：団体名を東京都立高等学校

副校長会とする。

副校長任用一次筆記試験実施最終年度。

平成１７年度４月：副校長複数配置校が２６校

となる。

副校長研究協議会が９月から８月に変更。

平成１８年度４月：副校長複数配置校が２９校

となる。

７月：２６～２８日第４５回全国高

等学校教頭会総会・研究協議大会が本会

の主管で開催された。

副校長研究協議会が日程の関係で８月か

ら９月に変更。

ドニ1ﾃﾞｉ‘
、

穴ｚつ
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4．本会のあゆみ一覧

本会運営は、昭和３８年創立当初は幹事長制度、４５年から会長制度、４８年度には役員組織と部

会組織の規定を設け、現在に至っている。

－１１－

年度 幹事長 総会 刊行物

８
９
０
１
２
３
４
５

６
３
３
４
４
４
４
４
４

４

口禾昭

１
１
１
１
Ｊ
１
１

１
１
１
１
１
Ｊ
１

〃

内山（立）||）

中馬（九段）

志村（玉）||）

小笹（富士）

鈴木（向丘）

岸野（足立）

池田（小松川）

青木（北園）

青木（北園）

倉|｣立総会、白鴎（－）

総会、日比谷（－）

ノノ白鴎（－）

ノノ

〃

〃

教育会館（－）

私学会館（８０名）

精養軒（９０名）

ﾉノノノ

ノノノノ

(９０名）

(９０名）

会員名簿（13P）

ﾉﾉ

ﾉﾉ

ﾉﾉ

ﾉノ

ノノ

ノノ

〃

(13P）

(l3P）私費軽減（lOP）

(l3P）

(l3P）年間行事状況（4P）

(13P）会報（4P）

(l3P）ノノ（4P）

(l3P）調査（5P）

高校生徒指導研究協議会発表要旨（都教委編）不明

高校生徒指導研究協議会研究集録(都教委編）不明

全国高等学校教頭会に東京都全員入会

総会出版クラブ（９０名） 会員名簿（l3P）

高校生徒指導研究協議会発表要旨（都教委編）３３Ｐ

高校生徒指導研究協議会研究集録（都教委編）４０Ｐ

年
度 ○会長

副会長

事務局長

次長

総会

総務部会

研究部

部員数(部長名）
刊行物

昭和

4７

○神藤（桜町）

波多野（江東商）

なし 総会、青山会館（100名）

臨時総会、私学会館（８０名）

常任幹事会５回

体質改善計画立案と実施準備

なし 会員名簿ｌ５Ｐ

教頭勤務実態１０Ｐ

高校教頭研究協議会発表要旨（都教委編）４９Ｐ

高校生徒指導研究協議会研究集録（都教委編）４０Ｐ

ﾉノ

4８

○若林（東）

波多野（江東商）

内山（烏山工）

○神藤 総会、青山会館（110名）

臨時総会（90名）

総務部会１４名５回

｢体質改善３年計画｣初年度着手

全国教頭会事務局内に本会事務

局を設置

管理研２５名（安部）

高校研２４名（西村）

生徒研２３名（古賀）

会員名簿ｌ６Ｐ

会報創刊号４０Ｐ

研究集録創刊号４３Ｐ

高校教頭研究協議会発表要旨（都教委編）６７Ｐ

高校生徒指導研究協議会研究集録（都教委編）不明

ﾉノ

4９

○内山（鳥山工）

波多野（江東商）

安部（北多摩）

○神藤 総会、青山会館（１００名）

総務部会１８名６回

全国大会運営委員会（２２名）

全国大会(九段会館･都市ｾﾝﾀｰ）

管理研２８名（吉野）

高校研２４名（長里）

生徒研２２名（古賀）

会員名簿ｌ８Ｐ

会報第２号５８Ｐ

教頭職に関する調査・研究

25Ｐ

高校教頭研究協議会発表要旨（都教委編）３２Ｐ

高校生徒指導研究協議会研究集録（都教委編）４８Ｐ

文部大臣特別出席 出席520名
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年
度 ○会長

副会長

事務局長

次長

総会

総務部会

研究部

部員数(部長名）
千|」行物

昭和

5０

○内山（鳥山工）

千野（井草）

石坂（小石｣||）

○神藤 総会、出版クラブ（130名）

臨時総会、 ﾉノ (８５名）

総務部会１９名５回

教頭会｢体質改善３年計画｣完了

管理研２８名（吉野）

高校研２６名（長里）

生徒研２２名（′」、 林）

会員名簿１８Ｐ

会報第３号４９Ｐ

研究集録第２号７２Ｐ

高校教頭研究協議会発表要旨（都教委編）２８Ｐ

高校教頭研究協議会研究集録（都教委編）４４Ｐ

ﾉノ

5１

○千野（井草）

西村（千歳）

吉野（西）

○神藤

内

総会、青山会館（125名）

総務部会29名５回

管理研２９名（金井）

高校研３０名（長里）

生徒研３７名（小林）

会員名簿１９Ｐ

会報第４号６９Ｐ

研究集録第３号７５Ｐ

校長選考方法調査５Ｐ

高校教頭研究協議会研究集録（都教委編）５４Ｐ

ﾉノ

5２

○千野（丼草）

梅本（北園）

伊藤（忍岡）

○神藤

内山

総会、青山会館（１３５名）

総務部会２６名５回

全国大会運営委員会（７９名）

管理研３５名（金井）

高校研３９名（山崎）

生徒研３７名（諏訪部）

会員名簿２４Ｐ

会報第５号７５Ｐ

教頭研究協議会資料(研究集録

第４号兼全国大会資料）７２Ｐ

高校教頭研究協議会研究集録（都教委編）４４Ｐ

全国大会（国立教育会館･プレスセンター･サンケイ会館） 出席736名

ﾉノ

5３

○青木（南）

乃方（目黒）

大畑（広尾）

○神藤

内山

総会、市ヶ谷会館（136名）

総務部会29名６回

管理研４８名（杉江）

高校研５１名（浅」||）

生徒研４６名（吉田）

会員名簿２４Ｐ

会報第６号８１Ｐ

研究集録第５号３３Ｐ

高校教頭研究協議会研究集録（都教委編）４６Ｐ

ﾉノ

5４

○青木（南）

吉田（志村）

安西（農林）

○神藤

内｜｣_’

総会、市ケ谷会館（142名）

総務部会29名５回

管理研５０名（高橋）

高校研７３名(佐藤）

生徒研５２名（大滝）

会員名簿２６Ｐ

会報第７号８３Ｐ

研究集録第６号３４Ｐ

高校教頭研究協議会研究集録（都教委編）６３Ｐ

ﾉノ

5５

○)|｜島（四谷南）

鮎沢（戸山）

大滝（葛西南）

代

神藤

○内山

古賀

総会、市ヶ谷会館（161名）

総務部会30名５回

全国大会準備委員会（6名）

管理研５９名（高橋）

高校研７８名（田辺）

生徒研５４名（松井）

会員名簿２６Ｐ

会報第８号８２Ｐ

研究集録第７号４２Ｐ

高校教頭研究協議会研究集録（都教委編）４９Ｐ

ﾉノ

5６

○鮎沢（戸山）

赤津（大森）

桑原（板橋）

○内山

神藤

古賀

総会、市ケ谷会館（175名）

総務部会３２名５回

全国大会運営委員会（６９名）

管理研６５名（山田）

高校研７２名（鈴木）

生徒研６６名（白井）

会員名簿２８Ｐ

会報第９号８８Ｐ

研究集録（全国大会資料兼）

高校教頭研究協議会研究集録（都教委編）４２Ｐ

全国大会（国立教育会館･サンケイ会館･農協ホール） 出席973名

ﾉノ

5７

○赤津（大森）

牛込（鷲宮）

岡田（国立）

○内山

神藤

古賀

総会、市ケ谷会館（176名）

総務部会３６名４回

管理研６５名（山田）

高校研７０名（鈴木）

生徒研６９名（白丼）

創立２０周年臨時号

会員名簿２６Ｐ

会報第１０号７４Ｐ

研究集録第８号６６Ｐ

研究集録第９号ｌ３８Ｐ

(教頭の職務に関する研究特集）

高校教頭研究協議会研究集録（都教委編） 53Ｐ



－１３－

年
度 ○会長

副会長

事務局長

次長

総会

総務部会

研究部

部員数(部長名）
千|」行物

昭和

5８

○大森（田園調布）

剣持（杉並）

鈴木（三商）

○内山

古賀

総会、市ケ谷会館（174名）

総務部会33名４回

管理研６６名（高橋）

高校研７１名（大山）

生徒研７２名（永井）

会員名簿２６Ｐ

会報第１１号７８Ｐ

研究集録第１０号６６Ｐ

ﾉノ

5９

○高橋（明正）

飯島（蒲田）

村上（練馬工）

○内山

古賀

総会、市ケ谷会館（154名）

総務部会34名４回

全国大会調査委員会８名

管理研６６名（高橋）

高校研７５名（篠田）

生徒研７０名（山本）

会員名簿２６Ｐ

会報第１２号８１Ｐ

研究集録第１１号６７Ｐ

〃

6０

○山本（駒場）

杉内（江北）

情水（国分寺）

○内山

古賀

総会、市ヶ谷会館（164名）

総務部会34名４回

全国大会準備委員会34名４回

管理研６８名（高橋）

高校研７８名（篠田）

生徒研６７名（岡本）

会員名簿２６Ｐ

会報第１３号８３Ｐ

研究集録第１２号７７Ｐ

研究協議会報告創刊号５４Ｐ

ﾉノ

６１

○山本（駒場）

杉内（江北）

小宮（富士森）

○内山

古賀

赤津

総会、市ヶ谷会館（177名）

総務部会３５名４回

全国大会運営委員会64名４回

管理研６７名（白井）

高校研７２名（篠田）

生徒研７５名（白田）

全国大会（国立教育会館､石垣ホール､ニッショウホール）

会員名簿２６Ｐ

会報第１４号７８Ｐ

研究集録第１３号７４Ｐ

研究協議会報告第２号５９Ｐ

出席1,101名

ﾉノ

6２

○中村（竹早）

白）|’（新宿）

廣瀬（保谷）

○古賀

赤津

総会､グランドヒル市ヶ谷(161名）

総務部会３４名４回

管理研８４名（高橋）

高校研６１名（田口）

生徒研６９名（栗田）

会員名簿２６Ｐ

会報第１５号７４Ｐ

研究集録第１４号７１Ｐ

研究協議会報告第３号６３Ｐ

ﾉノ

6３

○白川（新宿）

廣瀬（保谷）

中村(新）（千歳丘）

○古賀

赤津

総会､グランドヒル市ヶ谷(158名）

総務部会34名４回

管理研９３名（鈴木）

高校研６１名（田口）

生徒研６２名（栗田）

会員名簿２６Ｐ

会報第１６号７１Ｐ

研究集録第１５号６９Ｐ

研究協議会報告第４号７１Ｐ

平成

刀。

○崎田（狛江）

奥井（豊島）

小峰（練馬）

○古賀

赤津

総会､グランドヒル市ヶ谷(160名）

総務部会34名４回

管理研８６名（木村）

高校研６４名（澤丼）

生徒研６８名（福島）

会員名簿２７Ｐ

会報第１７号７３Ｐ

研究集録第１６号６３Ｐ

研究協議会報告第５号６８Ｐ
〃
ワ
ム

○奥丼（豊島）

木村（国分寺）

和田（光丘）

○古賀

赤津

総会､グランドヒル市ヶ谷(151名）

総務部会34名４回

管理研８５名（井上）

高校研６５名（進藤）

生徒研６８名（廷藤）

会員名簿２７Ｐ

会報第１８号７４Ｐ

研究集録第１７号６８Ｐ

研究協議会報告第６号７３Ｐ

〃
、
。

○木村（国分寺）

和田（光丘）

鴫澤（芝商）

○赤津

奥井

総会、青山会館（140名）

総務部会33名４回

管理研８６名（野中）

高校研６４名（大室）

生徒研６７名（原口）

会員名簿２７Ｐ

会報第１９号７３Ｐ

研究集録第１８号６８Ｐ

研究協議会報告第７号６９Ｐ

〃
４
１

○高橋（小平南）

栗林（大泉学園）

井上（瑞穂農芸）

○赤津

奥井

総会、青山会館（174名）

創立30周年記念式典・祝賀会

青山会館（120名）

総務部会３４名４回

管理研８１名（浦野）

高校研７０名（大室）

生徒研６６名（結城）

創立３０周年記念誌

編集委員会（高橋）

会員名簿２７Ｐ

会報第２０号７８Ｐ

研究集録第１９号６６Ｐ

研究協議会報告第８号５５Ｐ

創立３０周年記念誌８１Ｐ



－１４－

年度
○会長

副会長

事務局長

次長

総会

総務部会

研究部

部員数(部長名）
刊行物

平成

５

○高橋（小平南）

浦野（保谷）

井上（瑞穂農芸）

○赤津

奥井

総会、星陵会館（142名）

総務部会35名４回

管理研７７名（桑原）

高校研７１名（武田）

生徒研６９名(横田）

会員名簿２７Ｐ

会報第２１号６７Ｐ

研究集録第20号６４Ｐ

研究協議会報告第９号５４Ｐ

平成５年１月、奥井昭和45～58年度について追加

〃
〈
ｂ

○原口（南野）

)|｜島（富士）

内海（墨田工）

○赤津

奥井

総会、星陵会館（132名）

総務部会34名４回

全国大会企画委員会(１２名）２回

管理研７４名(牛島）

高校研７５名（武田）

生徒研６８名(横田）

会員名簿２７Ｐ

会報第２２号６８Ｐ

研究集録第２１号６４Ｐ

研究協議会報告第１０号５３Ｐ

〃
［
Ｉ

○原口（南野）

川島（富士）

白 鳥（芝商）

○赤津

奥井

総会、星陵会館（130名）

総務部会35名４回

全国大会企画委員会(12名）３回

全国大会準備委員会(全員）５回

管理研７３名（新妻）

高校研７５名(森本）

生徒研７０名（横田）

会員名簿２７Ｐ

会報第２３号６８Ｐ

研究集録第22号６４Ｐ

研究協議会報告第１１号５８Ｐ

〃
Ｒ
〉

○白 」鳥（芝商）

安盛（小松川）

中西（井草）

○奥丼

坪井

総会、星陵会館（137名）

総務部会３５名４回

全国大会企画委員会（12名）５回

全国大会運営委員会(65名）５回

管理研７４名（新妻）

高校研７２名（森本）

生徒研７２名（廣見）

全国大会（国立教育会館､灘尾ホール､石垣ホール）

会員名簿２７Ｐ

会報第24号８２Ｐ

研究集録第23号６２Ｐ

研究協議会報告第１２号６０Ｐ

出席1,260名

〃
ｑ
〉

○白 」鳥（芝商）

安盛（小松)||）

中西（井草）

○奥井

坪井

総会、星陵会館（152名）

総務部会35名４回

幹事会６５名２回

全国大会（松江市）６１名参加

管理研６４名（新妻）

高校研７４名（東）

生徒研７７名（小泉）

会員名簿２４Ｐ

会報第25号６０Ｐ

研究集録第24号５４Ｐ

研究協議会報告第１３号５４Ｐ

〃

1０

○東（富士）

山口（府中）

松尾（農業）

○奥井

坪井

総会、星陵会館（144名）

総務部会35名４回

幹事会６５名２回

全国大会（秋田市）８２名参加

管理研７０名（新妻）

高校研７３名（松尾)||）

生徒研７２名（中村）

会員名簿２４Ｐ

会報第２６号５８Ｐ

研究集録第25号５６Ｐ

研究協議会報告第１４号６２Ｐ

ﾉノ

1１

○鈴木（深）||）

山口（府中）

齋藤（中野工）

○奥井
曰－

局 橋

総会、星陵会館（169名）

総務部会35名４回

幹事会６５名２回

全国大会（高知市）８３名参加

管理研７２名(新妻）

高校研７１名（′」、 林）

生徒研７１名（大澤）

会員名簿２４Ｐ

会報第27号６０Ｐ

研究集録第26号４９Ｐ

研究協議会報告第１５号５６Ｐ

ﾉノ

1２

○山口（府中）

上林（武蔵野北）

相）|’（三商）

○奥井

高橋

総会、星陵会館（108名）

総務部会35名４回

幹事会６５名２回

全国大会（横浜市）８５名参加

管理研７８名（白木）

高校研７３名（小林）

生徒研７９名（橋本）

会員名簿２４Ｐ

会報第28号６０Ｐ

研究集録第２７号４８Ｐ

研究協議会報告第１６号５５Ｐ

ﾉノ

1３

○相）|’（三商）

矢嶋（足立）

渡邊（向島工）

○高橋

白 』鳥

総会、星陵会館（65名）

総務部会３５名４回

幹事会６５名２回

全国大会（長崎市）８３名参加

管理研７８名（平山）

高校研７９名（村丼）

生徒研８２名（坂本）

会員名簿２４Ｐ

会報第２９号５６Ｐ

研究集録第２８号４８Ｐ

研究協議会報告第１７号５５Ｐ

ﾉノ

1４

○町田（保谷）

坂本（小平南）

合津（武蔵工）

○高橋

白鳥

総会､フロラシオン青山(59名）

創立40周年記念式典・祝賀会、

フロラシオン青山（83名）

総務部会35名４回

幹事会６５名２回

全国大会（富山市）８２名参加

管理研７２名(針馬）

高校研８０名（初見）

生徒研８４名（梶野）

会員名簿２４Ｐ

会報第３０号６２Ｐ

研究集録第２９号４９Ｐ

研究協議会報告第１８号５５Ｐ

創立40周年記念誌８８Ｐ



－１５－

年
度 ○会長

副会長

事務局長

次長

総会

総務部会

研究部

部員数(部長名）
刊行物

平成

1５

○坂本（小平南）

錦織（稲城）

後藤（農業）

○高橋

白 」烏

総会、星陵会館（２８名）

総務部会35名４回

幹事会６５名２回

全国大会（岐阜市）６８名参加

管理研７６名（伊藤）

高校研７７名（福鴫）

生徒研８３名（鹿目）

会員名簿２２Ｐ

会報第３１号６３Ｐ

研究集録第３０号４４Ｐ

研究協議会報告第１９号４７Ｐ

ﾉノ

1６

○錦織（府中）

和田（南野）
■_

局 田（台東商）

○白 」鳥 総会、公文書館（150名）

総務部会33名５回

幹事会４８名1回

全国大会（和歌山市)４４名参加

管理研８８名（北林）

高校研６８名（根本）

生徒研７３名（山本）

会員名簿２２Ｐ

会報第３２号６９Ｐ

研究集録第31号３４Ｐ

研究協議会報告第２０号５１Ｐ

ﾉノ

1７

○錦織（府中）

和田（保谷）

小島（蔵前工）

○白 』鳥

松野

総会、都教職員研修センター

総務部会33名５回

幹事会４８名１回

(約２０名）

全国大会(札幌市)３７名参加

管理研106名（古山）

高校研６８名（菊池）

生徒研５４名（長島）

副校長名簿２３Ｐ

会報第３３号８８Ｐ

研究集録第３２号３４Ｐ

研究協議会報告第２１号５５Ｐ

ﾉノ

１８

○和田（保谷）

小島（蔵前工）

玉井（志村）

○白 」鳥

綿田

総会、エミール（50名）

総務部会31名５回

幹事会３８名1回

全国大会（東京都大田区）

233名参加

管理研７２名（本多）

高校研７８名（塚本）

生徒研８４名（都簗）

副校長名簿２６Ｐ

会報第34号ｌＯＯＰ

研究集録第33号６６Ｐ

研究協議会報告第22号７５Ｐ



告２．総務部 会 報

1．本部の活動（総務部会・幹事会の詳細は別記）

晴

廣

錦織

和田

政

吉

長
長

へ言一
別
〈
云

平成１８年

都本部役員会（お茶の水・事務局）

副校長会、副校長連絡会等の諸課題について協議（学務部・指導部）

都第１回総務部会（神楽坂・エミール）

臨時本部役員会（立川・ルノアール）

都本部役員会（お茶の水・事務局）

都本部役員会（お茶の水・事務局）

都会計監査・本部役員会（お茶の水・事務局）

全国会計監査・本部役員会（お茶の水・事務局）

都本部役員会、都幹事会（蒲田・大田区産業プラザ）

第１回全国総務部会（市ケ谷・アルカディア市ケ谷）

副校長研究協議会運営委員会（新宿・教育庁指導部）

臨時本部役員会（水道橋・ルノアール）

副校長研究協議会運営委員会（神楽坂・エミール）

都本部役員会（お茶の水・事務局）

都平成１８年度総会（神楽坂・エミール）

全国地区研究協議会、全国理事研究協議会（市ケ谷・アルカディア市ケ谷）

東京都公立高等学校ＰＴＡ総会（代々木・オリンピックセンター）

清水司前東京都教育委員会委員長表敬訪問（板橋・東京家政大学理事長室）

都本部役員会（お茶の水・事務局）

都本部役員会（新宿・ルノワール）

都本部役員会（お茶の水・事務局）

第２回全国総務部会（市ヶ谷・アルカディア市ケ谷）

文部科学省挨拶（全国大会に向けて）

東京地区高等学校ＰＴＡ連合会大会（本郷・東大安田講堂）

都第２回総務部会（蒲田・大田区産業プラザ）

都本部役員会（お茶の水・事務局）

都本部役員会（お茶の水・事務局）

都本部役員会（お茶の水・事務局）

全国理事研究協議会・研究部会（蒲田・大田区産業プラザ）

全国高等学校教頭会総会・研究協議大会（蒲田・大田区産業プラザ）

全国高等学校教頭会総会・研究協議大会（蒲田・大田区産業プラザ）

全国高等学校ＰＴＡ連合会秋田大会（秋田市）

全国高等学校ＰＴＡ連合会秋田大会（秋田市）

全国高等学校ＰＴＡ連合会秋田大会（秋田市）

校長協会・経営企画室長等連絡会（湯島・ガーデンパレス）

全国研究集録編集会議（お茶の水・事務局）

副校長研究協議会運営委員会（立川・多摩教育センター）

副校長研究協議会（立川・多摩社会教育会館、多摩教育センター）
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都中間驍査・本部役員会（お茶の水・事務局）

全国中間監査・本部役員会（お茶の水・事務局）

都第３回総務部会（神楽坂・エミール）

東京都教職員物故者追悼式（府中・多磨霊園）

第３回全国総務部会（市ケ谷・アルカディア市ケ谷）

全国常任理事会（湯島・東京ガーデンパレス）

都第４回総務部会（神楽坂・エミール）

関東地区高等学校教頭会研究協議会（水戸市）

東京都公立高等学校ＰＴＡ臨時総会（代々木・オリンピックセンター）
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１１月１０日

１１月１６日

１１月１７日

１１月２９日

１２月１１日

平成１９年

校長協会・経営企画室長等連絡会（校長協会・飯田橋事務局）

都第５回総務部会（神楽坂・エミール）

指導部・副校長会'情報交換会（神楽坂・エミール）

都第６回総務部会（神楽坂・エミール）

臨時本部役員会（新宿・玄菜）

本部役員事務引継会（お茶の水・事務局）

１月１１日（木）
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2．平成１８年度予算

【－般会計】

平成１８年４月１日

東京都立高等学校副校長会

(単位：円）収入

支出

－１８－

工百̄
、 目 前年度予算 前年度決算 本年度予算 備考

般会費

研究助成金

負担金

雑収入

繰越金

４，３８９，０００

５００，０００

６，５００

２５

1，５７６，９４０

４，２７５，０００

５００，０００

０

２１

１，５７６，９４０

４，２７５，０００

５００，０００

６，５００

2５

1，７０９，７２２

225人×１９，０００円

(財)都教育公務員弘済会

私立高校6,500円

預金利息

×１名

－－－－－－－－－－－－－－-－■ﾛ■■－－－－－－-－－－－－---－－－－－￣■■■－１■■￣

平成１７年度より

合計 ６，４７２，４６５ 6，３５１，９６１ 6，４９１，２４７

項目 前年度予算 前年度決算 本年度予算 備考
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一

周年行事積立金

東京大会積立金

通信費

梢 耗品贄

雑費

小計

1９０，０００

3００，０００

3３０，０００

1５０，０００

1，０４０，０００

2５０，０００

2０，０００

3００，０００

3００，０００

8０，０００

2０，０００

1０，０００

２，９９０，０００

1５５，１４３

1４１，６５６

1９８，３５０

5４，２５０

1，０１３，３４０

１３２，０７８

5，３１０

3００，０００

3００，０００

5５，６２０

1１，６１４

０

２，３６７，３６１

1９０，０００

3００，０００

3３０，０００

1５０，０００

１，０２０，０００

2５０，０００

2０，０００

3００，０００

2００，０００

8０，０００

2０，０００

1０，０００

2，８７０，０００

総務部会・幹事会・総会・役員会
P￣￣■-－｣■■-------－－－－－－－-－－－－－－－－－I■■－－－－--－－

資料･封筒・コピー用紙等

関東大会・本部役員交通費

講師謝礼・友好団体祝儀等

全都立校分・私立校分

宅配等送料

教職員名簿他

平成２４年予定(創立５０周年）

全国高校教頭会東京大会(Ｈ１８年）

郵券

事務用品等

事
業
贄

学科別圓'|校長会費

地区別副校長会費

地区研究部会費

員名簿

一
集
一

費

録

研究協議会報告

小計

０

０

3００，０００

２５０，０００

3００，０００

2００，０００

2００，０００

1，２５０，０００

０

０

5３，４９０

2３８，３５０

3２７，０７５

1５０，９９０

2０１，９７３

9７１，８７８

０

０

3００，０００

2５０，０００

3３０，０００

2００，０００

２１０，０００

1，２９０，０００

－■■■－－－－－－I■■－－-－￣￣－－－－－－I■■－－￣■■■-－－－-－－－￣￣--－－--

Ａ４６５０部

Ａ４６５０部

Ａ４６５０部

Ａ４６５０部

維
持
費

慶弔費

人件費

家賃・光熱費

小計

8０，０００

8４０，０００

7００，０００

１，６２０，０００

3，０００

6２０，０００

6８０，０００

1，３０３，０００

8０，０００

8４０，０００

7００，０００

1，６２０，０００

香典・見舞金等

全国分担金（実質ｌ／１０）
￣￣---－-－￣￣-－-－－－－－－－

全国分担金（実質１/4）

予備贄 ６１２，４６５ ０ ７１１，２４７

合計 ６，４７２，４６５ 4，６４２，２３９ 6，４９１，２４７



平成１８年度積立金会計

平成１８年４月１日

東京都立高等学校副校長会

収入 (単位：円）

ﾐ塞二

粥蕗

鵜

－１９－

項目 前年度決算 本年度予算 合計 備考

創立５０周年積立金

東京大会積立金

雑収入

繰越金

3００，０００

３００，０００

5６２

２，５００，０００

3００，０００

２００，０００

０

6００，０００

５００，０００

5６２

２，５００，０００

平成２４年度実施予定

平成１８年度実施予定

預金利息

合計 ３，１００，５６２ 5００，０００ 3，６００，５６２



3．平成１８年度事業報告

平成１９年３月３０日

東京都立高等学校副校長会

会合

平成18年 第１回総務部会神楽坂エミール

第２回総務部会・幹事会大田区産業プラザ

副校長会総会神楽坂エミール

第２回総務部会大田区産業プラザ

副校長研究協議会多摩教育センター

第３回総務部会神楽坂エミール

第４回総務部会神楽坂エミール

第５回総務部会神楽坂エミール

第６回総務部会神楽坂エミール
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４月１３日

５月１８日

６月９日

７月１３日

９月２９日

１０月１２日

１１月１６日

１月１１日

３月８日

平成１９年

総務部会（年６回）

Ｌ規約に従って会運営の原案作成及び協議、各地区、各学科･各研究部との連絡調整を行った。

２．第４５回全国高等学校教頭会、総会・研究協議大会（東京都）主幹県として実施した。

３．定期刊行物発行方針・企画・編集や都教育庁関係資料の会員への配布や研究等を行った。

４．総務部会には講演会として外部講師を招き講話を通して副校長職への理解を深めた。

５．全国高等学校教頭会、各種友好団体との情報交換に努め、相互理解を深めた。

研究部会（定例日：原則として毎月第１木曜日）

１．全会員（233名）で組織し、管理運営研究部会（第１委員会、第２委員会)、高校教育研究部

会（第１委員会、第２委員会)、生徒指導研究部会（第１委員会、第２委員会）に分かれ、研

究協議を行った。

２．各委員会毎にテーマを設定し、その研究成果を「研究集録第３３号」にまとめ、教育庁、校長・

副校長（全・定）全員に配布をすると共に、各種友好団体に寄贈した。

３．全定副校長会主催の副校長研究協議会に各委員会より各１論文、全国高等学校教頭会の全国

大会（東京大会）に各研究部からｌ論文（管理研第１、高校研、生徒研）の研究発表を行っ

た。また、管理運営研究部第２委員会よりｌ論文紙上発表を行った。

４．研究部会・委員会の活｣性化を図るため、各委員会毎に地区１名の研究連絡委員を引き続き選

出し、協議内容の充実と全会員への浸透を図るように努めた。

その他

１．校長会役員との会合８月２８日、１２月１１日佐治都校長協会会長をはじめ校長会役員と副校長

会本部役員との情報交換を行った。

２．第４５回全国大会（於、東京都）は参加者９９１名中、東京は２３３名。

３．関東地区教頭研究協議会（茨城県主管）全国会長のほか９名参加。（水戸市）

刊行物

１．副校長名簿（A4版）

２．総会資料〃

３．研究集録（第33号）〃

４．研究協議会報告（第22号）〃

５．会報（第34号）〃

校長･全定副校長、都教委など

校長･副校長・都教委など

校長･全定副校長、都教委など

校長･全定副校長、都教委など

校長･全定副校長、都教委など
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平成18年６月刊行

〃６月刊行

〃８月刊行

〃１２月刊行

平成19年３月刊行
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４総 会 ５．幹事会

総会に次ぐ機関でおもに総会提出議案や総務

部会からの原案の審議をする。

平成１８年５月１８日（木）18時30分～20時00分

於．大田区産業プラザ

出席者本部役員、地区･学科の常任幹事･幹

事、研究部長･同委員長、全国役員

【会議次第】

司会・議長本部役員

１会長挨拶……………･………………錦織会長

２平成１７年度事業報告と会計報告

………錦織会長、澁谷・高田会計

３．〃 会計監査報告

………･…･……………島村会計監査

４．平成１８年度役員組織（都・全国侯補）

………･…錦織会長・針馬全国会長

５．〃部会組織（全国）・…全国会長

６．新旧役員挨拶

……･…錦織会長、副会長、会計、監査

７．平成１８年度事業計画と予算案

.…･…和田(新)会長、高田・吉田新会計

８．会務運営上の改善策…..…･…和田(新)会長

９．全国高校教頭会報告.．…．.…錦織全国会長

１０．平成１８年度東京大会の準備状況報告

.……………･………錦織準備委員長

11．事務局より（総会その他事務連絡）

……･………………･……･…事務局他

12．地区、学科、研究部からの報告・意見等

………･…常任幹事、部長、委員長

13．その他（教頭会への提言・提案など）

【コメント】

=>幹事会は年１回（５月）に開催。出席者（３８名）

平成18年６月９日（金）１６時50分～17時20分

場所神楽坂エミール

司会：小島透（蔵前工）

会長挨拶錦織政晴（府中）

議事議長：和田吉廣（保谷）

１．平成１７年度事業報告………･…………会長

２．同決算報告…………･………会計

３．同会計監査報告･………･会計監査

４平成１８年度役員選出……･……………会長

５．同部会組織について………………･…･会長

６．全国教頭会役員…………………………会長

（東京都よりの推薦者について）

７．正副会長他紹介（全国推薦者を含む）

常任幹事・会計・会計監査・研究部長・委

員長・事務局長紹介…･……･…………新会長

８．平成１８年度事業計画(案)について…新会長

９．同予算(案)について……………………新会計

１０．その他（細則・内規の一部変更）

閉会･……………………………･……………司会

注・議事はいずれも異議なく承認された。

・今年の総会は、６月の副校長連絡会の前

に開催（出席者５０名）

・講話、その後の'情報交換会（出席者４４名）

－２１－



について…………………………小島副会長

５校長会、企画経営室長会、定通副校長会

との第１回連絡会について………和田会長

６事務局より……………………………事務局

７地区、学科、研究部の報告………常任幹事

８全国大会運営委員会の日程について

……………………錦織運営委員長

第1回大田区産業プラザＡ会議室

７月２６日（水）９時30分

第２回〃７月２７日(木)８時00分～

第３回〃７月２８日(金)８時00分～

第４回〃７月２８日(金)13時00分～

【コメント】

７月の東京大会について全都立高校の副校長

先生に参加確認を依頼した。

また､東京大会では東京は以下の発表を行う。

管理研「主幹制度の現状と課題」

－主幹の異動と研修を中心として－

小山公夫（北園）

高校研東京都設定教科・科目「奉仕」の

必修化に向けた副校長の役害'’

一平成１９年度より実施一

竹原勝博（淵江）

生徒研学校・地域保健連携推進事業について

神永庄一（田無）

また、管理研第２委員会「教頭の職務について」

紙上発表を行う。小林三代次（忠生）

6．総務部会

席I-Ei濡霧蔀三－１
第１回総務部会は旧年度総務部員及び新年度

役員候補者で開催

平成18年４月１３日（木）１８時30分～19時30分

於、神楽坂「エミール」

出席者１７年度総務部員及び'８年度新役員

候補者

【会議次第】議長本部役員

１会長挨拶……………………………錦織会長

２昨年度の活動概況と今年度の課題

……………………………錦織会長

３年度当初の会合日程、その他の連絡

………………………………事務局

４新役員推薦（会長、副会長、会計、

会計監査）…………………………錦織会長

５全国役員候補（会長、副会長、会計）

……………………………錦織会長

６新旧役員（全国、都関係）挨拶

……………………………新旧役員

７全国教頭会報告…･…………..……針馬会長

８全国教頭会東京大会の役割分担等

……………………………錦織会長

９地区・学科・研究部からの報告

…………………………各常任幹事

１０副校長会活`性化のための積極的提案など

１１その他

【情報交換会】司会新会計

①開会……………………………新副会長

②会長挨拶…………………………新会長

③退任者挨拶

④情報交換・懇談

⑤閉会……………………………新副会長

⑥万歳三唱………………………全国会長

屏巨､癖蔀三コ
平成18年１０月１２日（木）18時30分～20時30分

於、神楽坂エミール

【会議次第】議長本部役員

１会長挨拶………………..……･……和田会長

２全国教頭会報告……………………錦織会長

３都立高校副校長研究協議会報告

…･………………･…･…小島副会長

４校長会、企画室長会、定通副校長会との

第１回連絡会報告…………･…..…和田会長

５地区、学科、研究部の報告………各担当者

６事務局より……･…………･…･………事務局

７協議・'情報交換・今後の日程について

………………………………会長他

｢案-面-面羅扁奮蔀三コ
平成18年７月１３日（木）１８時30分～20時30分

於、大田区産業プラザ

［会議次第】議長本部役員

ｌ会長挨拶へ..…………………………和田会長

２全国教頭会報告……………………針,馬会長

３第４５回東京大会の役割分担などについて

……………………錦織運営委員長

４都立高校副校長研究協議会（９月副校長研）

鳫丁面蕊r霧蔀雲-１
平成18年１１月１６日（木）18時30分～21時００分

－２２－



於、神楽坂エミール

【会議次第】議長本部役員

１会長挨拶……………………………和田会長

２全国教頭会報告………………錦織全国会長

３校長会、企画室長会、定通副校長会との

第２回連絡会について……………和田会長

４地区、学科、研究部報告…………各担当者

５事務局より……………………………事務局

６協議・'情報交換・今後の課題について

.………･……………･………会長他

［講話］

「学校におけるリーダーシップについて」

東京都教職員研修センター教授

………………………内田睦夫先生

※今年度の反省

年間を通して協力をされた役員､常任幹事、

常任研究幹事、研究幹事の皆さん、東京大会

を始め本会の運営ありがとうございました。

ますます仕事量が多くなる教育現場ですが、

主幹や主任・教員の協力・活用を図り副校長

会の活動に対してご協力下さるようお願いい

たします。

｢棗-5-Ei羅霧蔀三－１
平成１９年１月１１日（木）１８時30分～21時00分

於、神楽坂エミール

【会議次第】議長本部役員

ｌ会長挨拶……………………………和田会長

２全国教頭会報告………………錦織全国会長

３校長会、企画室長会、定通副校長会との

第２回連絡会報告…………………和田会長

４地区、学科、研究部報告…………各担当者

５事務局より.…･…………･……………事務局

６協議・'情報交換・今後の課題について

………………………………会長他

７［講話］「高校教育をめぐる今後の課題」

全国校長協会会長・東京都立芦花高等学校長

………………………島宮道男先生

８賀詞交歓会

｢棗ＴＥｉｍ蕊蔀三コ
平成19年３月８日（木）１８時30分～20時30分

於、神楽坂エミール

【会議次第】議長本部役員

１会長挨拶……………………………和田会長

２全国教頭会報告………………錦織全国会長

３地区、学科、研究部の報告…各地区担当者

４事務局より……………………………事務局

５協議

１９年度活動計画、体制作り、副校長研究協

議会、異動等について………………会長他
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員会7．特別委

前会長錦織政晴

会長和田吉廣

Ｌ東京都教育管理職等連絡会理事

錦織政晴（府中）

・東京都公立学校の校長、副校長及び教育委員会の指導室長が職務上の任務に起因して訴

訟を提訴された場合、応訴費用を貸し付けることにより個人の負担を軽減するとともに、

東京都における学校教育の円滑な運営を図ることを目的とした会の理事。

・一般的な応訴費用負担制度が整備されたことにより、会費納入規程が改正され新規会員

の受け付けは１８年度をもって停止することになった。関係管理職団体における調整の

結果、将来的には解散を行う方向とすることとしている。

○７月２４日（月）東京都教育管理職等連絡会理事会（教育庁総務部）

２．東京都教育管理職等応訴費用貸付審査会委員

小島透（蔵前工業）

・東京都教育管理職等応訴貸付規定第９条に基づき、応訴費用貸付を審査する委員。

○７月２４日（月）東京都教育管理職等連絡会理事会（教育庁総務部）

３．東京都教職員互助会運営委員

錦織政晴（府中）

・東京都教職員互助会の諸事業の運営に関与する委員。

○５月２９日（月）東京都教職員互助会運営委員会（お茶の水・三楽病院）

○６月２６日（月）東京都教職員互助会通常総会（九段下・千代田区公会堂）

○２月９日（月）東京都教職員互助会運営委員会（お茶の水・三楽病院）

○３月１２日（月）東京都教職員互助会通常総会（駿河台・池坊お茶の水学院）

４．日本教育会東京都支部役員

理事

錦織政晴（府中）和田吉廣（保谷）小島透（蔵前工）

評議委員

長島良夫（清瀬東）玉井篤（志村）高田憲一（台東商）

吉田定良（赤坂）網谷厚子（忍岡）

柳久美子（青山）小村健二（東）宮田茂（桜町）

山下筆（田柄）大島敏秋（農業）渡邉博史（東大和）

・日本教育会の諸事業に協力し、支部事業（総会、研修会、

する役員、委員。

研修会、支部報発刊等）を企画・実施

５．東京都公立高等学校ＰＴＡ連合会相談役

和田吉廣（保谷）

・東京都公立高等学校ＰＴＡ連合会の諸事業に関して相談を受ける相談役。

○６月３０日（金）第１回顧問相談役会（千代田区・都公Ｐ連事務所）

○１０月１１日（水）第２回顧問相談役会（千代田区・都公Ｐ連事務所）

○１月２５日（木）第３回顧問相談役会（千代田区・都公Ｐ連事務所）

－２４－



６．財団法人東京都教育公務員弘済会評議委員

錦織政情（府中）

・東京都教育公務員弘済会の諸事業に関する諸事項を評議する評議委員。

○６月１６日（金）第１回評議員会（九段・都教弘会館）

○１２月１５日（金）第２回評議員会（九段・都教弘会館）

○３月１６日（金）第３回評議員会（九段・都教弘会館）

都立高校教育環境改善検討委員会幹事会委員

小山公央（北園）錦織政晴（府中）

・委員会の検討を補佐するための幹事会。

○４月２４日（月）第１回幹事会（新宿・東京都庁第二庁舎）

・検討委員会の意義、目的、検討組織、今後のスケジュールについて

・温暖化の現状及び都立高校普通教室における温熱環境の現状について

７．

○５月１２日（金）第２回幹事会（新宿・東京都庁第二庁舎）

・都立高校における教育環境改善策とその課題について

○６月２１日（水）第３回幹事会（新宿・東京都庁第二庁舎）

・都立高校における教育環境改善の実施方針について

○８月２３日（水）第４回幹事会（新宿・東京都庁第二庁舎）

・都立高校教育環境改善方策の検討について

○１１月２０日（月）第５回幹事会（新宿・東京都庁第一庁舎）

・これまでの検討内容の整理

・検討委員会報告書（素案）について

○１２月１３日（水）第６回幹事会（新宿・東京都庁第二庁舎）

.検討委員会報告書（案）について

鍵
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告３．主な活動報

1．全国高等学校教頭会

1.会合

５月１２日（金）監査・本部役員会東京・事務局

２２日（月）第1回総務部会東京・アルカディア市ケ谷

６月１２日（月）第１回理事研究協議会（含、地〃〃

区研究協議会）

７月７日（金）第２回総務部会〃〃

２６日（水）研究部会東京都、大田区産業プラザ

ノノ 第２回全国理事研究協議会東京都、大田区産業プラザ

２７日（木）総会・研究協議大会（第１日）〃

２８日（金）研究協議大会（第２日）〃

１０月６日（金）中間監査・本部役員会東京・事務局

１６日（月）第3回総務部会東京・アルカディア市ケ谷

11月１０日（金）常任理事会東京・アルカディア市ケ谷
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2．地区協議会

北海道地区①５月１７日～１８日渡島支部東海地区１０月13日愛知県主管

②11月22日本部近畿地区１０月26日～27日滋賀県主管

東北地区１０月26日～27日宮城県主管中国地区なし

関東地区１１月１７日茨城県主管四国地区１０月19日～20日徳島県主管

北信越地区１１月１６日～１７日富山県主管九州地区１０月５日～６日鹿児島県主管

３．千リ行物

・発表資料集第26号平成18年７月１２日118頁2,100部参加者･県教委･校長会などに配布

・全国要覧第29号〃９月30日５２〃6,500部会員･県教委･校長会などに配布

・会報第70号ノノ１０月１０日１２ノノ6,500部〃〃ノノノノ

・研究集録第31号ノノ１０月３１日１８８ノノ6,500部ノノ〃ノノ〃

・全国大会集録第43号〃12月20日１５１ノノ6,500部ノノ〃ノノ〃

（東京）

・調査研究集第30号平成19年１月20日７０〃6,500部〃ノノノノ〃

・会報第71号平成19年１月１０日１６１ノ6,500部ノノ〃〃〃

4.研究発表

県・題（東京３題、秋田２題、千葉２題、１５県各１題）

－２６－

部門 全国大会 研究集録 計

管理運営
東京熊本和歌山千葉

東京（紙上）

岩手栃木神奈川

京都
８県９題

高校教育 石ﾉ|｜北海道東京岡山 秋田山形 ６県６題

生徒指導 東京三重秋田高知 千葉富山兵庫 ７県７題



2．東京都立高等学校副校長研究協議会

東京都立高等学校副校長会

東京都公立高等学校定通副校長会

◇第６分科会（全日制生徒研第２・中部Ｂ）

主題：生徒の活動をとおした異校種や地域と

の連携と副校長の役割

◇第７分科会（定時制第２委員会学校経営）

主題：主幹の育成

－１年間のタイムテーブルに即して－

◇第８分科会（定時制第４委員会教育課程）

主題：「三修制」の実施をめぐって

一三修制の取組状況とその課題一

平成１８年度副校長研究協議会は､会場確保の

都合ならびに、７月に全国高等学校教頭会総

会・研究協議会が東京で行われた等の関係で、９

月２９日(金)に多摩社会教育会館ホールならびに

研修室を会場に開催されました。学校経営支援

センターの発足に伴い、昨年の地区毎の研究か

ら、センターのチーム毎に研究の主体が移り、４

月以降に調査研究を開始する例が多く見られま

した。

年々、校務が多様化かつ増大し、特に授業観

察等の最中で参加者の減少が危Ｉ倶されてはおり

ましたが、全日制８５名（36.5％)、定時制６３名

（61.8％)、計１４６名と昨年比４３名減という結

果であり、減少傾向に歯止めをかけることはで

きませんでした。研究協議会の実施に向けた準

備は、全国大会の開催準備と並行して進めてき

ましたが、４回の実行委員会への出席者も少な

く、研究及び発表準備の進捗状況が掴めずに不

安を抱きつつ、当日を迎えました。

昨年度に引き続き、｢都民に信頼される魅力あ

る都立高校づくりをめざして」を主題に、１３:２０

より８会場で全日制６，定時制２発表が行われ、

引き続き全体会が行われました。

各分科会では、副校長にとって喫緊の課題に

ついて、研究成果が報告された。各テーマは以

下のとおりです。

各分科会での指導・助言には塚越博、原田

晴夫、藤井正俊、大澤充二先生ら現役の校長先

生の他、今成昭、筒井邦夫、近藤淳一、佐藤

幸夫元校長先生方にお願いし、活発な意見交換

と的を射たご助言をいただきました。

１４:５５からの全体会では、初めに指導部上村

主任指導主事よりご挨拶をいただいた。その中

で９月２１日の東京地方裁判所の判決について触

れられ、今後とも東京都教育委員会の姿勢は変

わらず、東京高等裁判所へ上告したことについ

て改めて説明がありました。

続いて、政策研究大学院大学教授岡本薫先生

より「自由を使いこなすスクールマネジメント

の課題」と題して講話をいただきました。自ら

の文部科学省時代の体験や、教育委員会制度に

ついて、自由のもたらすマネジメントの必要`性、

ゆとり教育と学力論議、マネジメントの基本プ

ロセス（現状の把握→原因の究明→目標の設定

→手段の企画）などについて分かりやすくかつ

歯切れ良く話されていました。特に「目的」と

「手段」の混同については改めて考えさせられ

たところであり、時間の経つのも忘れて聞き入

ってしまったというのが会場にいた副校長の実

感ではないでしょうか。機会があれば先生の著

書をご一読されることをお薦めします。講演の

詳細については研究協議会報告第２２号をご覧

頂きたいと思っています。

平成１９年度の副校長研究協議会は､会場を教

職員研修センターに戻し、８月３１日に開催する

予定である。「奉仕」の必修化、「日本の伝統文

化｣、「食育｣、「教育基本法の改正」「部活動の本

務化｣、「主任教諭の設置」等々数え上げればき

りがないほどの施策が目白押しではありますが、

全ての副校長先生方が参加し、活発な意見交換

が行われる有意義な研究協議会となることを期

待しています。

副会長玉井篤（志村）記

◇第１分科会（全日制管理研第１・中部Ｄ）

主題：学校経営の適正化

一分掌と委員会の現状と課題一

◇第２分科会（全日制管理研第２・西部Ｂ）

主題：副校長の職務

一西部学校経営支援センター内各校の実態一

◇第３分科会（全日制高校研第１・東部Ｂ）

主題：特色ある教育課程の創造と弾力的運用

について

◇第４分科会（全日制高校研第２・東部Ｄ）

主題：特色ある高校づくり

◇第５分科会（全日制生徒研第１・西部Ｄ）

主題：組織的な取り組みによる成果と課題

一生活指導実践例一
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大会宣言3．東京大会を振返って

わが国は、国民の熱意と努力により、学校

教育をはじめとする諸制度の整備を進め、教

育水準を向上させてきました。そして、それ

を社会・経済全般にわたるわが国の発展の原

動力としてきました。しかし、２１世紀を迎えた

現在、わが国は大きな転換期を迎えています。

そこで、これからのわが国と国民の発展の

ため、－度立ち止まり、学校教育のあり方を

見直し、教育に必要とされるものは何かを見

いださなければなりません。

私たち日本人は、四辺を海に囲まれ豊かな

自然環境に恵まれた国士の中で、和を尊び、

世界に誇る伝統と文化を創り、伝えてきまし

た。それらは、いまだ、私たちの郷士と心に

受け継がれています”

今、教育に求められているものは、わが国

の伝統と文化を尊重し、それらを育んできた

わが国と郷士を愛する、品位ある国民の育成

です。私たちは、優れた伝統と文化を再確認

し、切礁琢暦することや競い合うことを避け

る傾向を払拭し、画一的な教育の弊害を乗り

越え、自ら考え自ら判断し自ら行動すること

のできる力を持った生徒を育成することが重

要だと考えます。また、日本人としての自覚

と誇りを持って、社会の形成に主体的に参画

し、他国を尊重し、世界の平和と発展に貢献

していく人材の輩出が希求されていると考え

ます。

各学校では生徒に確かな学力を身に付けさ

せ、豊かな人間`性を育むために、独自の工夫

や取組を推進し、保護者・地域と協同し、異

なる校種・企業等との連携を一層深めていく

ことで、次代を担う生徒の個性や能力の伸長

を図ることが大切です。

私たち教頭・副校長は、常に広い視野を持

ち、研鐺に努め、さまざまな教育課題の解決

に当たって、率先して行動し、主任等組織の

中核となる人材の指導・育成を行い、学校の

個性化・特色化をさらに進め、学校改革に邇

進する覚悟です。

これらのことを銘記し、もって高等学校教

育の充実発展のため、次の事項の実現に尽力

することを、ここに宣言します．

第４５回全国高等学校教頭会総会.研究協議大会

を終えて

東京大会運営委員長・錦織政晴

（東京都立府中高等学校）

第４５回全国高等学校教頭会総会･研究協議大

会を、平成１８年７月２７日（木）から２８日（金）

にかけて、大田区産業プラザにて開催した。１０

年ぶりに東京都立高等学校副校長会が主管県と

なった全国大会であった。また、この総会・研

究協議大会の前日、２６日（水）には、全国研究

部会、第２回全国理事研究協議会、全国理事'情

報交換会を同会場にて併催した。以下に、３日

間の全国大会を振り返っておきたい。

１全国高等学校教頭会の理念

全国高等学校教頭会は、広島・岡山・山口県

等中国地区の教頭有志が全国に呼びかけ、昭和

３７年８月に発足した。全国組織をつくり、教頭

の身分待遇．職務内容の改善を目指し、翌３８

年１月、現在の全国大会にあたる創立組織委員

会･創立総会を開いた。以来、教頭職の法制化、

事務局の設置、専任事務職員の配置、役員会・

総務部会・研究部会・地区研究協議会の組織化

と成果刊行物の発行、教職員配置等の在り方に

関する調査協力者会議や教育課程審議会等の教

育施策への意見聴取や意見提出に積極的に関与

することで、高等学校教育の発展に寄与すべ<

今日に至っている。

創立以来の組織としての理念は、毎年、「大会

宣言」として集約されてきた。現在、立案は、

第３四半期の役員会に始まり、第３回全国総務

部会、全国常任理事会、次年度の第１回全国総

務部会、第１回全国理事研究協議会、第２回全

国総務部会を経て、総会に諮られる手順となっ

ている。実際、「大会宣言」の協議が２か年に跨

るため総務部員が交代となり、成文化が滞るこ

ともあるものの、「大会宣言」は、懐疑的・悲観

的ではなく、建設的・客観的かつ公正な現状認

識と施策提言となるよう努めている。１８年度は、

教育基本法改正を視座に入れた内容として取り

まとめた。
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践」（三重県)、「中学校と連携した生徒指導の在

り方｣(秋田県)、｢授業改善と生徒指導について」

（高知県）を行った。

各タイトルから想像してもらうより術はない

が、これらの発表は、「大会宣言」の具体的な実

践紹介でもある。また、東京都が平成１５年度か

ら１７年度にかけて発表した｢主幹制による学校

運営の改善について｣、「主幹制度の学校運営へ

の活用」、「奉仕体験活動必修化への取り組みと

副校長の役害Ｉ」を参考資料,として「発表資料集」

に収録した。

講演・講話として、「われわれは若者に何を伝

え、教えるか」（高橋宏首都大学東京理事長)、

「祖国とは国語｣(藤原正彦お茶の水女子大学教

授)、「初等中等教育の諸課題について」（榎本剛

文部科学省初等中等教育局初等中等教育企画課

教育制度改革室長・当時）を依頼した。三者三

様の語り口、切り口から今日の教育課題が浮き

彫りにされた講演・講話となり、参加者からは

大いに好感をもって迎えられた｡詳細な記録は、

「大会集録」として活字化したが、大会参加に

よる収穫は、間違いなく参加者だけに伝わる臨

場感である。加えて、熱心な各分科会の発表・

質疑の背景には、大会運営に従事した東京都立

高等学校副校長会の役員各位、会員諸氏の努力

と尽力とがあった。

東京大会の実施にあたって、指導・助言・支

援を頂戴した銭谷眞美文部科学省初等中等教育

局長をはじめ初等中等教育課の方々、清水司前

東京都教育委員会委員長、金森実教育庁指導部

調整担当課長、高野敬三教育庁指導部高等学校

教育指導課長をはじめ高等学校教育指導課の

方々、関口栄一東京都教育相談センター所長、

島宮道男全国高等学校長協会会長、佐治’恒孝東

京都公立高等学校長協会会長をはじめ校長先生

方、小島豊全国公立学校事務長会会長、山本博

康東京都公立高等学校ＰＴＡ連合会会長、甲谷

徹財団法人東京都教育公務員弘済会理事長、横

山征宏財団法人一ツ橋文芸教育振興会常務理事

をはじめ各財団の方々に感謝を申し上げる。ま

た、石原慎太郎東京都知事から祝電を頂戴した

ことを特記しておきたい。（役職等は大会当日の

ものである。）

記

、確かな学力、豊かな心、健やかな体を備

えた生徒の育成

、日本人として、社会参画、国際貢献を志

す生徒の育成

、教頭・副校長の研修する機会の拡大と充

実

、主任等有為な組織人材の発掘と育成

２第４５回全国高等学校教頭会総会.研究協議

大会の概要

本年度の研究協議大会･分科会の統一主題は、

「地域や社会の発展に貢献する高校教育を目指

して～個性を伸ばし、未来を拓く高校教育の実

現～」であった。「大会宣言」を要約すれば統一

主題と連動することになる。主管県である東京

都の創意･工夫は､予算的な制約があるものの、

全国からの参加者に充実した研鎖を積む機会を

提供したいということであった。結果として、

アクセスの利便な第三セクターが運営する会場

を確保し､全参加者に机を用意することとした。

講演．講話を１本追加するとともに、文部科学

省講話を総まとめとして大会日程の最後に組み

入れた。伝統・文化教育の観点から歓迎演奏と

して、東京都立狛江高等学校箏曲部の演奏を設

定した。

分科会発表として、第一分科会（管理運営）

では「主幹制度の現状と課題一主幹の異動と研

修を中心として－」（東京都)、「全輪駆動の学校

組織～実践的な試案づくりを目指して～」(熊本

県)、「地域と連携した防災訓練」（和歌山県)、

「授業評価～実践的な試案づくりを目指して

～｣(千葉県)、｢教頭の職務について(紙上発表)」

（東京都)、第二分科会（高校教育）では「高等

学校教育における道徳教育のあり方について～

在り方生き方の時間の指導計画の作成と実施

～」（石川県)、「学力向上に向けて＿生徒の意欲

を引き出す授業改善への取り組み＿｣(北海道)、

「東京都設定教科．科目「奉仕」の必修化に向

けた副校長の役割」（東京都)、「変革期の高校教

育～新課程３年間の成果と将来展望～」（岡山

県)、第三分科会（生徒指導）では「学校．地域

保健連携推進事業について」（東京都)、「明日を

担う生徒育成をめざした活力ある高校教育の実
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３会長職に就任しての課題と抱負

私感を述べるならば、この３日間で東京大会

運営委員長、全国研究部長、全国会長と目まぐ

るしく役職をこなさなければならなかった。東

京都選出の故であるかも知れない。しかし、冒

頭に記したように、全国高等学校教頭会という

組織の立ち上げは中国地区から始まった｡初心、

原点に立ち返るということも今日的な組織課題

である。会則には、「会員相互の研究と経験の交

流を行ない」とある。

高度情報社会の進展にともなって、研究の交

流は、必ずしも大会参加に拘る必要はなくなっ

たかも知れない。むしろ即時的に情報の発信と

受信のシステムを構築していくべき時代といえ

る。一方で、経験の交流は、教育が眼前の子ど

もたちを将来の社会の形成者に育てる国家事業

として担っているとするならば、もしくは子ど

もたちへ経験そのものを継承する国家戦略とし

てなされないのであるならば、郷士も社会も国家

も存続することは困難である。大会の臨場感、質

疑に見る阿件の呼吸も大切な経験の交流である。

しかしながら、教育改革も、行財政改革、構

造改革とは無縁な改革ではなかった。財政の健

全化を目指す国家予算の縮減は、教育予算の削

減に波及している。地方分権の推進は、当然、

教職員給与の確保を筆頭に教育予算の学校配分

に色濃く反映されている。実は、全国理事研究

協議会における中心的な課題として、大会参加

者の確保をいかになすべきかを検討する時期に

来ていることを申し上げた。組織としては、東

京都立高等学校副校長会が経験した、予算的に

自律かつ自立した組織への移行に留意しながら、

地区研究協議大会と全国大会の充実と調和を図

ろとともに、今後、ますます顕在化することが

予想される格差社会への対応を大会統一主題と

すべく真筆に受け止めていきたい。

なくされていたため、企画委員会の立ち上げは

１６年度下半期となった。その分、窮屈な進行管

理となったことは否めない。しかし、自律及び

自立の組織、予算を確立した結果として応分の

成果を収められたことも事実であった。

なお、決算の会計処理については、１９年度の

幹事会､総会において承認を求めることになる。

すべての事業を精算し余剰となった予算は副

校長会に戻入し、本大会で活用させていただい

た積立金として１０年後の次なる東京大会に向

けて備えていただくことになる。

※平成16年度

１０月５日(火） 第１回企画委員会（お茶の水・

事務局）

都第３回総務部会（委員会構

成、役割分担概要提示）

第２回企画委員会（蒲田・大田

区産業プラザ）

第３回企画委員会（お茶の水・

事務局）

都第５回総務部会（会場報告、

事務代行契約締結報告）

第４回企画委員会（お茶の水・

事務局）

前教育委員長表敬訪問（協力

依頼）

第５回企画委員会（お茶の水・

事務局）

１０月９日(木）

12月１７日(木）

１月７日(金）

１月１３日(木）

２月４日(金）

３月７日(月）

３月３０日(水）

※平成17年度

４月８日(金） 都第１回総務部会（委員会構

成、役割分担概要再確認）

都教育委員会協議(協力依頼）

第６回企画委員会（お茶の水・

事務局）

都幹事会（講演、研究発表等

進捗状況報告）

全国総務部会（次年度主管県

挨拶、協力依頼）

全国理事研究協議会（次年度

主管県挨拶、協力依頼）

文部科学省挨拶（次年度主管

県挨拶、協力依頼）

全国総務部会（次年度主管県

準備報告、協力依頼）

４月２７日（水）

５月１２日(木）

５月１９日(木）

５月２３日(月）４東京大会までの取組曰程

東京大会を実施するにあたっては、大会運営

に従事した東京都立高等学校副校長会の役員各

位、会員諸氏の努力と尽力とがあったことは既

に述べた。以下に、取組日程を整理しておく。

本来、企画委員会の立ち上げは、平成１５年度末

に行うべきであったが、ご案内のとおり、副校

長会への組織改編と会則変更、会費改定を余儀

６月１３日(月）

７月１日(金）

－３０－



７月２７日(水） 全国理事研究協議会（次年度

主管県準備報告、協力依頼）

総会・研究協議大会（次年度

主管県挨拶）

総会・研究協議大会（主管県

事務引継）

第７回企画委員会（お茶の水・

事務局）

前教育委員長表敬訪問（協力

依頼）

第１回準備委員会（お茶の水・

事務局）

都第３回総務部会(北海道大会

報告、講演、準備等進捗状況

報告）

全国総務部会（講演、準備等

進捗状況報告）

全国常任理事会（講演、準備

等進捗状況報告、協力依頼）

第２回準備委員会（お茶の水・

事務局）

第３回準備委員会（お茶の水・

事務局）

都第５回総務部会（講演、準備

等進捗状況報告）

都臨時総務部会（全国大会マ

ニュアル原案提示）

第４回準備委員会（お茶の水・

事務局）

第５回準備委員会（お茶の水・

事務局）

務局）

都本部役員会（お茶の水・事

務局）

都本部役員会（お茶の水・事

務局）

発表原稿締切

都本部役員会（蒲田・大田区

産業プラザ）

都幹事会（蒲田・大田区産業

プラザ、第１回運営委員会）

全国総務部会（講演、準備等

進捗状況報告、協力依頼）

教育委員会、中部学校経営支

援センター挨拶（協力依頼）

臨時本部役員会（水道橋・ル

ノアール）

都本部役員会（お茶の水・事

務局）

首都大学東京理事長訪問（講

話依頼）

都教育公務員弘済会訪問（協

力依頼)、大会要項確認

全国理事研究協議会（準備等

進捗状況報告､役割分担確認、

協力依頼）

前教育委員長表敬訪問（協力

依頼）

都本部役員会（お茶の水・事

務局）

都本部役員会（新宿・ルノワ

ール）

会場最終確認（事務局）

都本部役員会、大会本部発

足・打合せ（お茶の水・事務

局）

文部科学省挨拶（協力依頼）

全国総務部会（準備等進捗状

況報告、協力依頼）

発表資料集印刷・発行

都第２回総務部会（蒲田・大田

区産業プラザ､第２回運営委員

会）

都本部役員会（お茶の水・事

務局）

５月６日(士）

７月２８日(木）

５月１１日(木）

７月２９日(金）

５月１５日（月）

５月１８日(木）８月２９日(月）

９月６日(火）

１０月４日(火） ５月２３日(火）

10月１３日(木） ５月２５日(木）

５月２９日(月）

１０月１７日(月）

６月４日（日）

１１月１１日(金）

６月５日(月）

12月２２日(木）

６月９日(金）

１月７日(士）

６月１２日(月）

１月１０日(火）

３月１４日(火） ６月１７日(士）

３月２４日(金） ６月１８日（日）

３月３０日(水） ６月２４日(士）

※平成１８年度

４月３日(月）

６月２９日（月）

７月２日（日）都本部役員会（お茶の水・事

務局）

－ツ橋文芸教育振興会、大田

区産業プラザ訪問

都教育委員会協議(協力依頼）

都第１回総務部会(運営委員会

発足について）

大会案内発送

文部科学省、全国校長協会、

都校長協会挨拶

臨時本部役員会（立川・ルノ

アール）

都本部役員会（お茶の水・事

４月５日(水）

７月７日(木）

４月１２日（水）

４月１３日(金）

７月１２日（水）

７月１３日(木）４月１７日（月）

４月１９日(水）

４月２５日(火） ７月１７日(月）

４月２９日(士）

－３１－



告）

臨時本部役員会（新宿・玄菜）

本部役員事務目|継会（お茶の

水・事務局）

都本部役員会（お茶の水・事

務局）

総会資料、大会要項印刷・発

行

都教育委員会挨拶(協力依頼）

都本部役員会（お茶の水・事

務局）

全国理事研究協議会・研究部

会（蒲田・第３回運営委員会）

全国高等学校教頭会総会・研

究協議大会（蒲田・第４回運営

委員会）

全国高等学校教頭会総会・研

究協議大会（蒲田・第５回運営

委員会）

都教育委員会挨拶(協力御礼）

校長協会・経営企画室長等連

絡会（協力御礼）

都中間監査・本部役員会（お

茶の水・事務局）

都第３回総務部会(仮決算見通

し報告）

全国総務部会（協力御礼、仮

決算見通し報告）

全国常任理事会（協力報告、

仮決算見通し報告）

都第４回総務部会(大会集録編

集進捗状況報告）

大会集録校正会議（お茶の

水・事務局）

大会集録校正会議、最終入稿

（お茶の水・事務局）

校長協会・経営企画室長等連

絡会（協力御礼、仮決算見通

し報告）

大会集録校正会議（お茶の

水・事務局）

大会集録印刷・発行

関係各位最終御礼（大会集録

納本）

関係各位最終御礼（大会集録

納本）

都第５回総務部会(大会集録発

送・配布報告）

都第６回総務部会(決算終了報

７月２１日(金）

３月１７日(士）

３月３０日(水）

７月２４日（月）

７月２５日(火） 最後に、白鳥事務局長、綿田事務局次長の両

先生には、実務的な面で多くの分担をしていた

だいたことに、御礼を申し上げたい。１０年後の

東京大会に、今回の副校長会の取組と成果が継

承されることを祈念して､筆を置くこととする。

７月２６日(水）

７月２７日(木）

７月２８日(金）

８月１日（月）

８月２８日(月）

10月３日(火）

１０月１２日(木）

１０月１６日(月）

伊＆
Ｉｎｂ

11月１０日(金）

11月１６日(木）

12月２日(士）

12月４日(月）

１２月１１日(月）

１２月１３日(水）

１２月２０日（水）

12月２６日(火）

12月２７日(水）

１月１１日(木）

３月１４日(火）
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4．関東地区高等学校教頭会

研究協議会報告

副会長玉井篤

（東京都立志村高等学校）

取組（進学指導重点校と自己啓発指導重点校

の取組)」

＜閉会式＞

・開式のことば

・茨城県高等学校教頭会長あいさつ

・次年度開催県（群馬県）教頭会長あいさつ

・閉式のことば

はじめに

関東地区高等学校教頭会研究協議会は昭和

６２年に始まり、東京、茨城、栃木、群馬、埼玉、

千葉、神奈川、山梨各県と神奈川市（横浜、）|｜

崎、横須賀市）の教頭会(副校長会)で構成され

ている。開催は東京都を除く各県市の持ち回り

で開催されている。規約については全国要覧に

掲載されているのでご参照願いたい。

平成１８年度は茨城県において開催され､各県

都市より２２９名、東京からは９名が参加した。

iiiillllIlllinin蕊illiIliIili1I11l1111111I111lllll11l1ll1l1l1111ll1!(ＩｌＩｌｌｌｌ１１ｌｌ１ｌｌｌｌｌｊＩｌＩｌ

開会式錦織全国会長挨拶

１平成１８年度茨城大会の概要

期日平成１８年１１月１７日（金）

場所ホテルレイクピュー水戸

く総会次第＞

・開式のことば

・茨城県高等学校教頭会長あいさつ

・全国高等学校教頭会長あいさつ

・来賓あいさつ

・来賓紹介

・閉式のことば

・日程説明・諸連絡

く講演＞

講師大久保武氏

（茨城県天心記念五浦美術館長）

演題「岡倉天心と横山大観

一日本画改革の道一」

＜研究協議＞

◇テーマ

「夢と活力に満ちた特色ある学校づくり」

◇発表

l神奈川総合産業高等学校関明

「子供の頃にやりたかったことがそこにある」

２山梨県上野原高等学校古屋茂

「本校の読書推進活動への取り組み」

３茨城県水戸第二高等学校大谷道子

「茨城県におけるく学校評価＞の実施状況

（外部評価）と課題」

４千葉県沼南高柳高等学校堀誠

「千葉県における学力向上のための特色ある

２研究発表の要旨

①神奈川県、関明氏の発表

・神奈川県の高校改革について

１多様で柔軟な高校教育の展開

２地域や社会に開かれた高校づくり

３活力ある教育活動を展開するための規模

及び配置の適正化

・神奈川総合産業高校

相模台工業高校と相模原工業技術高校が統

合・再編成されて「科学技術や国際的な視点か

ら産業を幅広く学ぶ」専門高校として開校。

教育目標はChance・Challenge・CreativeのＣ３

（シーキュービック）である。

科学・工学・情報・環境・バイオ・国際の６

つの系を設置し、１４０を超える多様な選択科目

がある。

神奈川総合産業高校関明教頭

｢子供の頃にやりたかったことがそこにある」

②山梨県、古屋茂氏の発表

－３３－



学習指導；ＴＴ、少人数・習熟度別授業

マルチベーシック（学校設定教科）の実施

５教科の基礎的内容を学年一斉で各クラス

３名のＴＴで実施、総合的な学習の時間（講

座名；スターティングブロック）実社会で

の問題解決を通して生き方・学び方を身に

つける。

生活指導；規範意識の育成と社会性の酒養

頭髪・服装指導の徹底（再登校指導）

授業中の問題行動指導として、指導３回で

「問題行動指導カード｣を発行、スクールカ

ウンセラーの活用と相談体制の整備

保護者に｢学校内生活状況通知｣を毎月発送

進路指導；インターンシツプの実施（Ｈ14～）

総合的な学習の時間におけるキャリア教育、

高校生就業支援拠点校の指定（Ｈ17～)、

地域との連携（全教員による小学校への出

前授業、公開講座、地元行事への参加）

・背景；子どもの読書活動の推進に関する法律

（平成１３年）に伴い「子どもの読書推進のため

の基本計画」の策定、さらに中教審により「新

しい時代における教養教育の在り方」で必読書

の選定について答申がなされた。上野原高校で

はこれらに先駆けて、読書活動を推進し、学校

の特色の一つとなっている。

図書館利用に関わる取り組みの紹介、朝の１０

分間読書活動､｢上野原

高校１００冊の本」の選

定、等について報告さ

れた。

活字離れに歯止めが

かかり読書習慣の定着

や遅刻防止等に成果が

あったが、予算面や読

書監督、教員の意識の

共通理解などの課題が

提起された。

し
（
〕
耐

３平成１９年度関東地区高等学校教頭会

研究協議会開催要項(案）－抜粋一

主催関東地区高等学校教頭会研究協議会

主管群馬県高等学校管理経営研究会教頭部会

期日平成１９年11月１６日（金）

会場前橋市民文化会館

〒371-0805前橋市南町3-62-1

ＴｈＬＯ２７（221）４３２１

◇研究協議テーマ：

「個をのばす教育への取り組み」について

発表：①群馬②埼玉③東京④栃木

◇講槙

「炭素繊維による水質浄化と市民活動」（仮題）

小島昭氏群馬工業高等専門学校副校長

◇参加費3,000円

③茨城県、大谷道子氏の発表

平成１６，１７年度の学校評価について、

.どのように行ったか

．どのように公表したか

・結果をどのように学校改善に活かすか

・成果と課題

についてまとめたものである。

課題として、「公表」について、予定より縮小

したり公表が遅れたという事例が多かった。

他に、学校評価についての関心・理解に教職

員に温度差がある、数値目標の設定が難しい等

があげられていた。

④千葉県、堀誠氏の発表

・進学指導重点校：船橋高校の実践

指導方針；知・徳・体にバランスの取れた人

材の育成、塾や予備校に頼らない進学指導

教育課程；授業時間の確保として、２学年は

週１回､３学年は週２回７限目授業を実施、

類型は３年から、(必履修科目は２年で全て

終了する）

校内組織；進学プロジェクトチームを設置し

大学の出前授業、インターンシップ、高大

連携などを推進している。

・自己啓発指導重点校：姉ヶ崎高校の実践

４おわりに

東京都の高校改革が関東、全国へ波及してい

くという構図を,思い浮かべるが、関東各県にお

ける教育改革・制度改革も相当進んでいる。一

例を挙げると、東京都の「奉仕」必修化が注目

されているが、茨城県では「道徳」の必修化が

始まる。

関東各県、さらには全国の動きを的確にキャ

ッチし、速やかに情報を提供することが副校長

会の責務であろう。

－３４－
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